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はじめに
本自習書ではExchange Server 2013で強化・変更されたアーキテクチャと、可用性対策に関して、以下の章に分けて説明しています。

第一部　Exchange Server 2013の新しいアーキテクチャ
Exchange Server 2013の新しいアーキテクチャについて概要説明を行っています。

第二部Exchange Server 2013の可用性対策
Exchange Server 2013の可用性対策について概要説明と構築手順を説明しています。
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Exchange Online環境における機能一覧
本自習書では、自社設置型の環境におけるExchange Server 2013のアーキテクチャに関して説明しています。
Exchange Onlineの機能については以下の対応表を参考に、本書の該当箇所または、参考URLをご参照ください。(この情報は執筆時点の情報を掲載しております。今後の予告なく変更を行う可能性がございます。)
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[bookmark: _Toc351983821]Exchange Server 2013 の新しいアーキテクチャ
この章では、Exchange Server 2013の新しいアーキテクチャについて説明します。
[bookmark: _Toc232849218][bookmark: _Toc351983822]　Exchange Server 2013 各ロールモデルの説明
Exchange Server 2013ではクライアント アクセス サーバーとメールボックス サーバーの2つの役割が提供されています。Exchange Server 2007／2010 では、エッジ トランスポート サーバー、ハブ トランスポート サーバー、クライアント アクセス サーバー、メールボックス サーバー、ユニファイド メッセージング サーバーの 5 つの役割がありました。しかし、それぞれの役割に割り当てられたハードウェア リソースを効率的に使用できていないサーバーや、時間帯があることが分かりました。このため、Exchange Server 2013 では、役割を 2 つに削減することで、従来のバージョンの Exchange Server よりも各サーバーに割り当てられたリソースを可能な限り効率的に利用することができるようになり、また、サーバーのスケールアウトが容易に行えるようになりました。
この章ではExchange Server 2013の各ロールモデルと、新しく採用された”ビルディング ブロック”という概念について説明します。
なお、エッジ トランスポート サーバーは今後提供される予定です。

[bookmark: _Toc351983823]クライアント アクセス サーバー
Exchange Server 2013では、従来の Exchange Server よりも大幅にクライアント アクセス サーバーの役割が簡略化され、以下のように変更されました。
Exchange Server 2013 におけるクライアント アクセス サーバーの主な役割
Exchange Server 2013のクライアント アクセス サーバーは、認証・リダイレクト・プロキシ サービスを提供します。Exchange Server 2013のクライアント アクセス サーバーはローカルにデータやキューを保持しません。
プロトコルの処理
クライアント アクセス サーバーとメールボックス サーバー間の通信は接続元のクライアントのプロトコルのまま行われます。例えば、OWA クライアントからの接続の場合、クライアント アクセス サーバーを経由し、メールボックス サーバーまで常に HTTP プロトコルでの処理となりますし、POP クライアントの場合、クライアント アクセス サーバーとメールボックス サーバー間においてもすべて POP プロトコルのまま処理されます。
Outlookからの接続
Outlookからの接続では、MAPI (RPC) 接続が廃止され、すべての接続は Outlook Anywhere (RPC over HTTPs) を通して行われます。
名前空間に関して
Exchange Server 2013 のクライアント アクセス サーバーは、Active Directory サイトをまたがった接続のリダイレクト処理が可能になっています。
この変更に伴い、名前空間も変更されました。Exchange Server 2010では最大8個の異なる名前空間が必要でしたが、Exchange Server 2013では最少2個まで必要な名前空間が減少されました。
負荷分散に関して
以前のバージョンのExchange Server ではレイヤー7の高価なハードウェア負荷分散装置によるクライアント接続の分散処理が必要でしたが、Exchange Server 2013のクライアント アクセス サーバーはレイヤー4のハードウェア負荷分散装置による負荷分散が推奨されており、安価に負荷分散を実現することができます。
なお、Exchange Server 2013 のクライアント アクセス サーバーの負荷分散は中小規模な場合、Windows ネットワーク負荷分散装置 (Windows NLB) や、DNS サーバーのラウンドロビンによる負荷分散もサポートしています。
[bookmark: _Toc351983824]メールボックスサーバー
Exchange Server 2013のメールボックス サーバーには、Exchange Server 2007／2010にある従来のすべてのサーバー コア コンポーネント (クライアント アクセス プロトコル、ハブ トランスポート サービス、メールボックス データベース、およびユニファイド メッセージング) が含まれます。このため、従来クライアント アクセス サーバーで処理されていた、クライアントへのデータのレンダリングや、プロトコルの変換処理、また、ハブ トランスポート サーバーで処理されていたメッセージのルーティングや、キューイングなどすべてのデータ処理はメールボックス サーバー内で行われることになります。
[bookmark: _Toc351983825]Exchange Server 2013の新しい構成モデル
前述の通り、Exchange Server 2013ではサーバーの役割が集約されました。Exchange Server 2010では各役割が緊密に結びついているため、アップグレードする際は同じタイミングで実行する必要がありました。Exchange Server 2013では、クライアント アクセス サーバーとメールボックス サーバーの役割が疎結合となっているため、それぞれ任意の順序でアップグレードすることができます。
このため、Exchange Server 2013ではクライアント アクセス サーバーとメールボックス サーバーという2つの役割のセット単位 (ビルディングブロック) で、規模を拡大・縮小することができるようになりスケールアウトが容易になりました。また、従来の Exchange Server と比較し、すべてのサーバー コア コンポーネントをメールボックス サーバーへ集約することで、各サーバーに割り当てた CPU コアやメモリなどのリソースを最大限に活用することができ、ハードウェア リソースを効率的に利用することができるようになりました。
以上より、Exchange Server 2013 では、より安価で組織の要件に応じた柔軟な構成が可能となっています。
[bookmark: _Toc351983826]構成環境
本自習書ではあらかじめ以下の環境を構成し、利用します。
Exchange Server 2013のインストール方法については『Exchange Server 2013 自習書シリーズ　インストール編 (http://technet.microsoft.com/ja-jp/exchange/jj853251.aspx) 』をご参照ください。
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また、以下の作業が完了していることを前提とします。
	対象コンピューター名
	作業内容

	CONT-DC01
 (ドメイン コントローラー) 
	Windows Server 2012 のインストール

	
	Active DirectoryによるContoso.comドメイン構築

	
	Windows Server 2012のセキュリティパッチ適用

	CONT-DC02
 (ドメイン コントローラー) 
	Windows Server 2012のインストール

	
	Windows Server 2012のセキュリティパッチ適用

	
	Contoso.comへのドメイン参加

	
	Active Directoryの役割追加

	EX-CAS01
 (クライアント アクセス サーバー) 
	Windows Server 2012 (64bit) のインストール

	
	Windows Server 2012 (64bit) のセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS名前解決

	
	Contoso.comドメインへの参加

	
	Exchange Server 2013のクライアント アクセスの役割のインストール ※1

	EX-CAS02
 (クライアント アクセス サーバー) 
	Windows Server 2012 (64bit) のインストール

	
	Windows Server 2012 (64bit) のセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS名前解決

	
	Contoso.comドメインへの参加

	
	Exchange Server 2013のクライアント アクセスの役割のインストール ※1

	EX-CAS03
 (クライアント アクセス サーバー) 
	Windows Server 2012 (64bit) のインストール

	
	Windows Server 2012 (64bit) のセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS名前解決

	
	Contoso.comドメインへの参加

	
	Exchange Server 2013のクライアント アクセスの役割のインストール

	EX-MBX01
 (メールボックス サーバー) 
	Windows Server 2012Enterprise Edition (64bit) のインストール

	
	Windows Server 2012 (64bit) のセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS名前解決

	
	Contoso.comドメインへの参加

	
	Exchange Server 2013のメールボックスの役割のインストール ※1

	EX-MBX02
 (メールボックス サーバー) 
	Windows Server 2012Enterprise Edition (64bit) のインストール

	
	Windows Server 2012 (64bit) のセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS名前解決

	
	Contoso.comドメインへの参加

	
	Exchange Server 2013のメールボックスの役割のインストール ※1

	EX-MBX03
 (メールボックス サーバー) 
	Windows Server 2012Enterprise Edition (64bit) のインストール

	
	Windows Server 2012 (64bit) のセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS名前解決

	
	Contoso.comドメインへの参加

	
	Exchange Server 2013のメールボックスの役割のインストール ※1

	CL-WIN8
 (クラアイント) 
	Windows8のインストール

	
	Windows8のセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS解決

	
	Contoso.comドメインへの参加

	
	Outlook2013のインストール


※1 『Exchange Server 2013自習書シリーズ　インストール編』内の「第三部　役割別のExchange Server 2013　導入」の手順に従い準備してください。

	コンピューター名
	各種パラメーター

	CONT-DC01
	ドメイン名
	contoso.com

	
	IPアドレス
	192.168.50.1

	
	OS
	Windows Server 2012 EnterpriseEdition

	CONT-DC02
	ドメイン名
	contoso.com

	
	IPアドレス
	192.168.51.1

	
	OS
	Windows Server 2012 EnterpriseEdition

	EX-CAS01
	IPアドレス
	192.168.50.10

	
	OS
	Windows Server 20012 Enterprise Edition

	EX-CAS02
	IPアドレス
	192.168.50.11

	
	OS
	Windows Server 20012 Enterprise Edition

	EX-CAS03
	IPアドレス
	192.168.51.11

	
	OS
	Windows Server 2012 Enterprise Edition

	EX-MBX01
	IPアドレス
	192.168.50.20

	
	OS
	Windows Server 2012 Enterprise Edition

	EX-MBX02
	IPアドレス
	192.168.50.21

	
	OS
	Windows Server 2012 Enterprise Edition

	EX-MBX03
	IPアドレス
	192.168.51.11

	
	OS
	Windows Server 2012 Enterprise Edition

	CL-WIN8
	IPアドレス
	192.168.50.41

	
	OS
	Windows8



[bookmark: _Toc351983827]アーキテクチャ説明
[bookmark: _Toc342481830][bookmark: _Toc342565430][bookmark: _Toc342897220][bookmark: _Toc342925306][bookmark: _Toc343094214][bookmark: _Toc343262379][bookmark: _Toc343511362][bookmark: _Toc343609180][bookmark: _Toc344397658][bookmark: _Toc346284267][bookmark: _Toc346551543][bookmark: _Toc346643248][bookmark: _Toc351983828]クライアントからの接続
Exchange Server 2013 では、クライアントからメールボックス サーバーまでの間の接続方式が変更されました。従来の Exchange Server では、クライアント アクセス サーバーによって接続元のプロトコルを処理し、メールボックス サーバーに対して RPC 通信でデータのやり取りを行っておりました。しかし、前述の通り、Exchange Server 2013 のクライアント アクセス サーバーはプロキシとして動作し、それらのプロトコル変換処理は行いません。
その結果、クライアントからの接続プロトコルがそのままクライアント アクセス サーバーとメールボックス サーバー間のやりとりでも利用されるようになります。
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[bookmark: _Toc351983829]メール送受信
DAGによるルーティング
Exchange Server 2007／2010 では、Active Directory のサイトがメール ルーティングの境界として認識されていました。
Exchange Server 2013ではデータベース可用性グループ (以下DAG) メンバーシップがルーティングの境界として利用されます。これは、Exchange Server 2013ではすべてのメールボックス サーバーがトランスポート サービスをホストし、メールボックス サーバーがDAGに属している場合ルーティング メッセージの構成がDAGと緊密に連携するためです。また、DAGが複数のActive Directoryサイトをまたがって構成されている場合、Active Directoryサイトをルーティングの境界として利用するのは非能率的なため、Exchange Server 2013ではDAGがルーティングの境界として利用されるように変更されました。
ただし、DAG に属さないメールボックス サーバー、または以前のバージョンの Exchange Server とのルーティングにおいては、Active Directory サイトのメンバーシップを利用します。
セーフティネット
Exchange Server 2010 では、ハブ トランスポート サーバー上のシャドウ冗長と、トランスポート収集という2つの機能で、送受信されるメッセージが障害などで失われることがないよう保護していました。シャドウ冗長機能は、メールボックスへ配信された時点でキューから削除され、また、トランスポート収集機能はDAGを構成している場合、すべてのパッシブ コピーへ複製されデータベースに書き込まれた時点でキューから削除されています。
それぞれの機能の詳細につきましては、以下の技術情報をご参照ください。
 (リンク先は英語サイトの場合があります。) 
シャドウ冗長について
http://technet.microsoft.com/ja-JP/library/dd351027 (v=exchg.141) .aspx
Transport Dumpsterについて
http://blogs.technet.com/b/nawar/archive/2010/06/28/transport-dumpster.aspx
Exchange Server 2013ではセーフティネットという名称に変わり、より確実にメッセージを保護するために次のように変更されました。


セーフティネットの流れ
外部または、上位SMTPサーバーからクライアント アクセス サーバーを経由して任意のメールボックス サーバー (以下、プライマリ サーバー) がメッセージを受信します。
このプライマリ サーバーは別サイトにあるメールボックス サーバー (以下、シャドウ サーバー) にメッセージのコピーを配信します。
プライマリ サーバーはメールをシャドウキューに格納します。
シャドウ サーバーがメッセージを受信し、シャドウキューにキューイングした時点で、プライマリ サーバーは外部または上位SMTPサーバーに受信確認コマンドを送信します。
宛先のメールボックスへ配信が完了後、プライマリ サーバー、シャドウ サーバーそれぞれのシャドウキューからセーフティネットにメッセージが移動されます。
格納されたメッセージのコピーは一定期間 (既定では2日間) 保持され続け、この期間を経過するとメッセージのコピーは自動的に削除されます。
シャドウ サーバー
シャドウ サーバーは既定で別ADサイトにあるメールボックス サーバーがその役割を担いますが、Exchange Server 2013 が存在するAD サイトが組織に1つしかない場合はDAGのアクティブマネージャーによってランダムに選ばれたいずれかのメールボックス サーバーがシャドウ サーバーとなります。
セーフティネットの保持期間は既定では2日間ですが、Exchange管理センターまたは、Exchange 管理シェルを利用して変更することができます。
設定可能範囲はExchange管理センターを利用して設定した場合は0.01日から24855.13日までで、Exchange 管理シェルを利用した場合は10分から24855日3時間14分7秒までです。
セーフティネットの保持期間の値を変更した際は、以下の2点の設定変更を併せてご確認ください。
· 配信不能通知を配信するまでの期間も変更することを推奨します。
· DAGによる遅延コミット設定を行っている場合、遅延コミットの時間より長い期間に設定することを推奨します。
また、Exchange Server 2010では、トランスポート収集機能において保持期間とサイズ制限の2種類の設定が可能でしたが、セーフティネット機能では保持期間のみの設定となります。
ここでは、セーフティネット保持期間を3日に設定する場合を例にExchange管理センターを利用した場合とExchange管理シェルを使用した場合のそれぞれの設定手順について説明します。

[image: sql実習]　Exchange管理センターを利用したセーフティネット保持期間の設定手順　
注意：以降の手順は任意の端末上で操作します。
1. Exchange管理センター に接続します。左ペインより [メールフロー] を選択し、上部メニューより [受信コネクタ] を選択します。受信コネクタの一覧が表示されるので、既定で作成されている [Default EX-MBX01] を選択します。
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1.  [次項] を選択し、 [組織のトランスポート設定] を選択します。
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1. 左ペインより [セーフティネット] を選択し、 [セーフティネットの保持期間] を入力します。
 [最大保持期間] はExchange Server 2010と共存環境にある場合におけるExchange Server 2010のハブ トランスポート サーバー用の設定項目です。Exchange server 2013のみの環境の場合は使用しません。
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1.  [保存] をクリックして設定を保存します。
以上で、Exchange管理センターを利用したセーフティネットの設定は完了です。
[image: sql実習]　Exchange管理シェルを利用したセーフティネット保持期間の設定手順
注意：いずれかのExchangeサーバー上で操作します。
1. Exchange管理シェルを起動し、次のコマンドを実行します。
Set-TransportConfig –SafetyNetHoldTime 3.00:00:00
以下のコマンドを実行すると設定内容を確認することができます。
Get-TransportConfig |fl SafetyNetHoldTime
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以上でExchange管理シェルを利用したセーフティネット保持期間の設定は完了です。


[bookmark: _Toc351983830]メールボックス機能
メールボックス機能としてExchange Server 2013で強化・変更されたポイントは主に以下の3点です。
· コンテンツ検索
· 格納域の制限
· 新しいOAB
以降でそれぞれの機能の詳細について説明します。
コンテンツ検索
従来の Exchange Server では、検索エンジンとして、Exchange Search エンジンが利用され、フルテキスト インデックスを生成していました。一方、Exchange Server 2013 では、検索エンジンとして FAST が使用され、インデックス生成を行うようになります。FASTは従来、SharePointサーバーの追加機能として利用されていた検索エンジンでしたが、Exchange Server 2013では標準の検索エンジンとして導入されることになりました。
この変更により、検索速度および、検索精度が向上し、ユーザーは従来よりも直感的に素早く検索を実行することができます。

格納域の制限
Exchange Server 2010では、メールボックスの容量が [警告を表示する容量] に達した場合、またはその値を超えた場合、 [警告を発行する間隔] で指定した時間に警告メッセージが配信されていました。
Exchange Server 2013では、警告メッセージを配信するタイミングが変更され、ユーザーがOutlook などのクライアントで該当のメールボックスにログオンしたタイミングで警告メッセージが配信されるようになりました。
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新しいOAB
オフライン アドレス帳 (以下OAB) とは、Outlookを使用してアクセスできる組織のアドレス帳のコピーのことです。OAB を使用することで、Outlook でキャッシュ モードを有効にしているユーザーは、Outlook クライアントがオフライン時でもアドレス帳を参照することができます。
Exchange Server 2013ではOABの生成と配布方法が変更されました。以下でその詳細について説明します。
Exchange Server 2013におけるOABの生成方法
従来のExchange Serverでは組織内で一番最初に構築されたメールボックス サーバーがOAB生成サーバーとして定義され、組織内でOAB生成の役割をもつことができるサーバーは1台のみでした。
Exchange Server 2013では調停メールボックス (arbitration mailbox) を所有するメールボックス サーバーがOAB生成の役割を持つサーバーとなります。OAB生成の役割がサーバーに割り当てられるのではなくメールボックスに割り当てられる為、DAGによる冗長化が可能となりす。
また、調停メールボックスは組織内で一番最初のメールボックス サーバーを構築した際に自動的に作成されますが、手動で調停メールボックスを別途新規に作成することでOAB生成の役割を持つメールボックスを複数作成することもできます。サイトが複数存在する環境の場合は、調停メールボックスをサイト毎に作成することで、負荷分散を実現することができます。
ここでは、OABという名前の調停メールボックスを作成する手順を例にして、説明します。

[image: sql実習]　Exchange管理シェルを利用して調停メールボックスを作成する
注意：いずれかのExchangeサーバー上で操作します。
1. EX-MBX01上でExchange 管理シェルを起動します。
次のコマンドを入力します。 (実際には一行で入力します。) 
New-Mailbox -UserPrincipalName oab@contoso.com –name OAB –Database “Mailbox Database 02” –Arbitration
次に、OABの機能を有効にする為、以下のコマンドを入力します。
　Set-Mailbox OAB@contoso.com –Arbitration –OABGen $True
結果を確認するために、以下のコマンドを入力します。
　Get-Mailbox –Arbitration | where {$_.PersistedCapabilities –like “*oab*”}

このコマンドを実行することで、組織内でOABを生成する機能が有効になっている調停メールボックスの一覧が表示されます。
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注意：OAB の機能を持つ調整メールボックスが同じ AD サイト上に 2 つ以上存在すると、問題が発生する可能性があります。OAB 生成の機能をもつ調整メールボックスを追加で作成する場合は、別の AD サイト上に作成することを推奨します。 
Exchange Server 2013におけるOABの配布方法

Exchange Server 2010ではOABを配布する際、パブリック フォルダーによる配布とWEBによる配布の2つの配布方法がありました。Exchange Server 2013ではOABはWEBによる配布方法のみがサポートされています。また、Exchange Server 2010ではメールボックス サーバーで生成されたOABをクライアント アクセス サーバー が取得し、ローカルに保存していましたが、Exchange Server 2013ではクライアント アクセス サーバーはローカルにOABデータを保存せず、メールボックス サーバーに対するOAB取得リクエストを中継する動作となります。Exchange Server 2013環境で、クライアントは以下のような手順でOABをダウンロードします。
1. クライアントのOutlookがAutodiscoverよりOAB URLを受け取り、OAB URLを通してクライアント アクセス サーバーに接続。
要求を受け取ったクライアント アクセス サーバーは要求しているユーザーに最も近い調整メールボックスと、その調整メールボックスを管理しているメールボックス データベースをADサーバーに確認。
手順2で確認したメールボックス データベースがアクティブになっているメールボックス サーバーをアクティブ マネージャーに確認.
手順3で確認したメールボックス サーバーとクライアントの接続を中継。
OABファイルを引き取り、クライアントへ渡す。
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Outlook Web App (以下OWA) はどのような端末からでも、ブラウザを使用することにより Exchange サーバーのメールを利用するための機能です。Exchange Server 2013では、ユーザーがより使いやすいものとするためにいくつかの変更が追加されました。ここでは、OWAの新しい機能について説明します。
OWAオフライン モード
従来のOWAはインターネットに接続している環境であることが必須条件でした。Exchange Server 2013ではOWAオフライン モードという機能が搭載され、インターネットに接続していない環境でもメールを確認したり予定表を確認することができます。
OWAオフライン モードを使用するように事前設定することで、インターネットに接続しない環境でOWAにアクセスすると自動的にオフライン モードとなります。接続が回復すると自動的にオフライン時に実施した変更箇所がExchangeサーバーにアップロードされます。
OWAオフラインを利用する為には、ユーザーはHTML5をサポートしているブラウザを利用する必要があります。
HTML5をサポートしているブラウザ一覧
Internet Explorer 10以上
Safari 5.1以上
Chrome 16以上
OWAオフライン モードで利用できる機能概要は以下の通りです。

· メッセージ操作 : メールの参照と返信、新規メールの作成と送信。メールは送信トレイに格納され、ネットワークが復旧した時点で送信されます。
· 予定表操作 : 予定表および、会議出席依頼の参照と記入。記入した予定はネットワークが復旧した時点でExchangeサーバーと同期されます。


OWAオフライン モードで制限される動作は以下の通りです。
一週間以内にオンライン状況でアクセスしたフォルダ以外は参照できません。また、削除済みフォルダ、アーカイブ メールボックスとタスクは一週間以内にアクセスしていても参照することはできません。
参照できる予定表は一か月前から11か月後までの予定となります。例えば、2013年1月1日を起点とすると、参照できる予定は2012年12月1日から2013年12月31日の予定までです。
OWAのオプション設定にはアクセスできません。
連絡先の参照はできません。

[image: sql実習]　OWAオフライン モードを使用するための設定手順
OWA オフライン モードを使用するためには、事前にオンラインで接続している状態で OWA オフライン モードを使用するように設定をする必要があります。
ここでは“佐藤　純”というユーザーに対してOWAオフライン モードを使用できるように設定する手順を例にして説明します。
注意：この操作はCL-WIN8上で操作します。
1. オンライン環境でOWAにアクセスします。本構成では、https://ex-cas01/owaにアクセスします。
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1. 設定から [メールをオフラインで使用する] を選択します。
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1. 警告画面が表示されます。内容を確認した上で [はい] を選択します。
[image: ]
1. OWAのサイトをお気に入りに登録するかどうかを確認するメッセージが表示されます。環境に応じて選択してください。
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OWAオフライン モードを使用する際の注意事項
複数人で共有しているPC上でOWAオフラインモードを使用することは、セキュリティの観点から推奨されません。
以上で、OWAオフライン モードを使用する為の準備ができました。以後、ネットワークに接続してない環境でも自動的にOWAオフライン モードでOWAが起動するようになります。
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OWAオフライン モードの使用を中止したい場合は、オンライン環境で上記手順2で使用したツールから [OWAオフラインの使用を中止する] を選択します。
OWAオフラインの使用を制限する
Exchange Server 2013では既定ですべてのユーザーがOWAオフライン モードを使用できるように構成されています。OWAオフライン モードの使用を制限したい場合はExchange管理センターまたはExchange管理シェルからポリシーを変更することで使用を制限することができます。
OWAオフライン モードの使用を制限できる範囲は以下の通りです。
 [許可しない] 
このポリシーが割り当てられたすべての端末でOWAオフラインの使用を禁止する
 [プライベート コンピューターのみ] 
このポリシーが割り当てられたすべての端末で、プライベート コンピュータとして明示的に設定されている場合のみ OWA オフラインの使用を許可する
 [常に許可] 
このポリシーが割り当てられたすべての端末でOWAオフラインの使用を許可する
プライベート コンピューター
OWAにプライベート オプションを利用してアクセスしたPCはプライベート コンピューターとして定義されます。プライベート オプションを利用するとプライベート クッキーが保存されます。既定ではプライベート オプションを利用したアクセスは無効になっています。
プライベート オプションを利用するためには以下のコマンドを実行します。
>Set-OwaVirtualDirectory “サーバー名\owa (default Web site) ” –LogonPagePublicPrivateSelectionEnabled $True
上記コマンドを実行するとユーザーはOWAにサインインする際、プライベートコンピューターとしてサインインするかどうかを選択することができます。
[image: sql実習]　Exchange管理センターを利用してOWAオフラインの使用を制限する
ここではすべての端末でOWAオフラインの使用を禁止するように設定する手順を例に説明します。
注意：任意の端末上で操作します。
1. Exchange管理センターに接続します。
1. 左ペインより [アクセス許可] を選択します。上部メニューから [Outlook Web Appポリシー] を選択します。
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1.  [Default] を選択し、 [編集] をクリックします。

1. 編集画面が表示されるので、左ペインより [オフライン アクセス] を選択します。
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1.  [許可しない] を選択し、 [保存] をクリックします。
[image: ]

以上でExchange管理センターを利用した設定は完了です。なお、このポリシーの変更はクライアントが OWA オンライン モードで接続された際に有効となります。



[image: sql実習]　Exchange管理シェルを利用してOWAオフラインの使用を制限する
注意：いずれかのExchangeサーバー上で操作します。
Exchange管理シェルを起動し、次のコマンドを実行します。
すべての端末に使用を禁止する場合は、次のコマンドを実行します
Set-OWAMailboxPolicy –Identity default–AllowOfflineOn NoComputers
すべての端末に使用を許可する場合は次のコマンドを実行します。
Set-OWAMailboxPolicy –Identity default–AllowOfflineOn AllComputers
プライベートコンピューターにのみ許可する場合は次のコマンドを実行します。
Set-OWAMailboxPolicy –Identity defaultAllowOfflineOn PrivateComputersOnly




画面サイズを識別したビュー
Exchange Server 2013ではノートPCやデスクトップ パソコンからのみではなく、タブレット端末やスマート フォンからもアクセスできるように画面が進化しました。クライアントは、https://<ドメイン名>/owa という一意の OWA の URL で接続することで、サーバー側でアクセスしてきた端末の画面サイズを自動識別して、それぞれの端末に適したユーザー インターフェースを提供します。

PCからアクセスした場合の画面
[image: ]
スマートフォンからアクセスした場合の画面
[image: C:\Users\v-yuuesu\Desktop\写真0327.png]
タブレットからアクセスした場合の画面[image: ]


なお、サポートされているタブレットとスマートフォンは以下の通りです。また、タブレットとスマートフォンのサポート要件は随時変更される可能性があります。最新の要件はtechnetをご参照ください。
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[bookmark: _Toc351983833]Outlook
Exchange Server 2013 環境では Outlook クライアントからの接続にも幾つかの変更が行われました。ここでは、Exchange Server 2013環境におけるOutlookの新機能について説明します。
キャッシュ モードの設定
キャッシュ モードとは、Exchangeサーバー上のデータがPC上にキャッシュされ、サーバーと接続できない状態でも、Outlookを起動してコピーされたメールを参照することができる機能です。
Outlook 2013 では、キャッシュ モードが有効になっている場合、メールのアカウント変更画面でキャッシュ モードにて同期されるメッセージの期間を設定することができます。なお、キャッシュ モードの期間を過ぎているメッセージの参照や、検索についてはメールボックス サーバー側にアクセスされます。
ここで設定できる期間は、「すべて・24か月・12か月・6か月・3か月・1か月」です。なお、本機能は Outlook 2013 の新機能であり、接続先の Exchange サーバーのバージョンには依存しません。
また、従来の Exchange 環境では、Outlook クライアントからプロファイル作成時のメールボックスの検索の際に、クライアント アクセス サーバーの FQDN または、CAS アレイの FQDN が "サーバー" の項目に設定されていました。Exchange Server 2013 では、この項目に該当のユーザーのメールボックスの GUID が設定されるようになりました。メールボックスGUIDは、メールボックスの場所に依存しない情報なのでメールボックスが移動したり、フェールオーバーした時に影響を受けることがありません。
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Outlook Anywhere
Exchange Server 2013環境では、OutlookがExchangeサーバーに接続する際に利用するプロトコルがすべてRPC over HTTP (Outlook Anywhere) に統一されました。従来の Exchange Server ではOutlook Anywhereは既定で無効になっていましたが、Exchange Server 2013では既定で有効になっています。

Outlook Anywhere を利用することで、ユーザーはインターネットからExchangeサーバーへのリモートアクセスが可能になります。また、インターネット経由でExchangeサーバーにアクセスするために、VPNを使用する必要がないなどのメリットもあります。
Exchange Server 2013 には、Outlook 2007、2010、2013 からのアクセスがサポートされていますが、いずれのバージョンも Outlook Anywhere でのアクセスが必要となります。RPC 接続におけるアクセスはサポートされていません。
Outlook Anywhere の詳細は以下のリンクをご参照ください。
Outlook Anywhereについて
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/bb123741.aspx

[bookmark: _Toc351983834]Webアプリ
Exchange Server 2013 環境では、外部 Web アプリケーションと連動させることで、クライアントの利便性を向上することができます。
従来、メッセージに外部 Web サイトの URL や、キーワードが記載されている場合、受信したクライアントはブラウザを起動して閲覧する手間が発生していました。Exchange Server 2013 では、あらかじめ Web アプリケーションを登録しておくことにより、関連のサイトやキーワードに沿って、該当するページをメッセージ プレビュー内に埋め込み形式で表示することができるようになりました。
なお、独自で開発された Web アプリケーションを登録することにより、自社の Web アプリケーション サービスとの連動も実装することが可能です。
以下のイメージは、Exchange Server 2013 に標準でインストールされている Bing Maps アプリを利用し、受信したメッセージ本文に住所が記載されている場合、該当の住所の地図をメッセージ プレビュー内で自動表示することができる例です。
・Bing Mapsアプリを利用してメッセージ内の住所を表示した例
[image: ]
Exchange Server 2013では既定で以下のOutlook用アプリがインストールされています。
Action Items
重要な内容のメールであれば、フラグを設定する
Bing Maps
メール内の住所を地図で表示する
Suggested Meetings
メール内の打ち合わせ予定時間を予定表に登録する
Unsubscribe
購読電子メールフィードからのメッセージによって起動し、送信者のブロックや購読取り消しをする　
注意：現時点では、日本語対応のアプリケーションはありません。その為、Bing Mapsアプリを利用して表示することができる住所は米国の住所となります。

これらの Web アプリは、既定でインストールされているため、アンインストールすることはできませんが、無効化することは可能です。また、既定でインストールされているアプリ以外のOutlook用アプリをOfficeストアからダウンロードして利用することもできます。
Office ストア
http://office.microsoft.com/en-us/store/?redir=0
注意：現在、日本語対応のアプリは開発されていない為、上記Officeストアは米国のサイトとなります。
Outlook用アプリを利用する為には、Outlook 2013がインストールされている必要があります。また、対応しているブラウザはInternet Explorer 8以降となります。
管理者が、アプリをExchange Server 2013にインストールすることで、ユーザーも使用することができるようになります。また、管理者は、ユーザーにアプリの使用を許可するかどうかを管理することができます。
アプリの管理
Exchange Server 2013 では既定で Web アプリが有効になっています。
管理者は、インストールされている Web アプリの有効、無効を Exchange管理センター から設定することができます。また、Exchange 管理シェルを利用することでユーザー毎にアプリの有効・無効を設定することができます。
[image: sql実習]　Exchange管理センターを利用したアプリの設定
注意：この操作は任意の端末上で操作します。
1. Exchange管理センターに接続します。
1. 左ペインより [組織] を選択し、上部メニューから [アプリ] をクリックします。
[image: ]

設定したいアプリを選択し、右ペインより [無効にする] をクリックします。
[image: ]

[image: sql実習]　Exchange管理シェルを利用してユーザー毎に設定する
注意：いずれかのExchangeサーバーで操作します。
1. Exchange管理シェルを起動します。
1. Exchnage管理シェルではアプリのappIDを指定して設定変更する為、以下のコマンドを実行して、appIDを確認します。
Get-app |fl DisplayName,appId
[image: ]

次のコマンドを実行します。ここでは、佐藤純 ( j-sato ) というユーザーに対してBing Mapsアプリを無効にします。
Disable-App –Identity 7a774f0c-7a6f-11e0-85ad-07fb4824019b –Mailbox j-sato
[image: ]
無効にしたアプリを有効に設定したい場合は以下のコマンドを実行します。
Enable-App –Identity 7a774f0c-7a6f-11e0-85ad-07fb4824019b –Mailbox j-sato


[bookmark: _Toc351983835]パブリック フォルダー
従来のExchange Serverではパブリック フォルダーはパブリック フォルダー データベースに格納されていましたが、Exchange Server 2013ではパブリック フォルダーがメールボックスに格納されるように変更されました。この変更によってパブリック フォルダー メールボックスを DAG に追加することができ、ユーザーのメールボックスと同様 DAG による可用性対策を実装することができるようになりました。また、Exchange Onlineにもパブリック フォルダーが導入され、Hybrid構成を構成することで、オンプレミスのExchange Serverパブリック フォルダーからExchange Onlineパブリック フォルダーに移行することもできます。この章では新しいパブリック フォルダーの構造と管理手順について説明します。
パブリック フォルダーの構造
[image: ]
Exchange Server 2013では階層パブリック フォルダー メールボックスとコンテンツ パブリック フォルダー メールボックスという2つのパブリック フォルダー メールボックスが存在します。
階層パブリック フォルダー メールボックスは、書き込み可能な階層情報を持つパブリック フォルダー メールボックスで、組織内で1つしか定義することができません。それ以外のパブリック フォルダー メールボックスは、すべて読み取り専用の階層情報と実データを持つコンテンツ パブリック フォルダー メールボックスとなります。
組織内で最初に作成されたパブリック フォルダー メールボックスが、自動的に階層パブリック フォルダー メールボックスとなり、それ以降に作成されたパブリック フォルダー メールボックスはすべてコンテンツ パブリック フォルダー メールボックスとなります。
新しくパブリック フォルダーを作成すると、階層パブリック フォルダー メールボックスの中の階層情報が更新されます。実データは、フォルダを指定しない限り、ランダムにコンテンツ パブリック フォルダー メールボックスの中に格納されます。
ユーザーがコンテンツ パブリック フォルダー メールボックスに接続して使用している間は、15分毎に階層パブリック フォルダー メールボックスとコンテンツ パブリック フォルダー メールボックスの間で階層情報の同期が実行されます。コンテンツ パブリック フォルダー メールボックスにどのユーザーも接続していない間は、24 時間に 1度階層情報の同期が実行されます。
どのパブリック フォルダー メールボックスが、階層パブリック フォルダーメールボックスの役割を担っているかは、Exchange管理センターまたはExchange管理シェルから確認することができます。

パブリック フォルダー メールボックスの作成手順
ここでは、Exchange管理センター と Exchange 管理シェルそれぞれを利用し、PFMBX01 という階層パブリック フォルダー メールボックスと PFMBX02 というコンテンツ パブリック フォルダー メールボックスを作成する手順を説明します。
Exchange管理センターでは階層 パブリック フォルダー メールボックスが第一階層、コンテンツ パブリック フォルダー メールボックスが第二階層として表示されます。
[image: sql実習]　Exchange管理センターを利用してパブリック フォルダー メールボックスを作成する
注意：以降の手順は任意の端末上で操作します。
1. Exchange管理センターに接続し、左ペインより [パブリック フォルダー] を選択します。
上部メニューより [パブック フォルダー メールボックス] を選択します。
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1.  [追加] アイコンを選択し、パブリック フォルダー メールボックスの新規作成画面を起動します。

[image: ]
1. 名前欄に「PFMBX01」と入力します。パブリック フォルダー メールボックスのオブジェクトが Active Directory 上に作成されますが、OU を指定する場合は組織単位を参照して選択します。今回は入力しません。
メールボックス データベース欄は [参照] を選択して、任意のメールボックスデータベースを選択します。

[image: ]


1. 必要な情報の入力が完了したら [保存] を選択します。PFMBX01という名前の第一階層 パブリック フォルダー メールボックス (＝階層パブリック フォルダー メールボックス) が作成されたことが確認できます。

[image: ]
1. 次に、第二階層パブリック フォルダー メールボックス (＝コンテンツ パブリック フォルダー メールボックス) を1～4と同じ手順で作成します。
階層パブリック フォルダー メールボックスの作成後は自動的に第 2 階層となり、コンテンツ パブリック フォルダー メール ボックスとして作成されることがわかります。
[image: ]
以上で、Exchange管理センターを利用したパブリック フォルダー メールボックスの作成は完了です。

パブリック フォルダー メールボックスの削除
パブリック フォルダーメールボックスはExchange管理センターから編集や削除を実行できますが、コンテンツ メールボックスを削除する前に階層パブリック フォルダー メールボックスを削除することはできません。

[image: ]

[image: sql実習]　Exchange管理シェルを利用して、パブリック フォルダー メールボックスを作成する
注意：以降の手順はいずれかのExchnageサーバーで操作します。
1. Exchange管理シェルに接続します。以下のコマンドを実行してパブリック フォルダー メールボックスを作成します。
New-Mailbox –PublicFolder –Name PFMBX01 –Database “MailboxDatabase 01”
同様にPFMBX02とPFMBX03を作成します。
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以下のコマンドを実行すると階層パブリック フォルダー メールボックスのGUIDが出力されます。
Get-OrganizationConfig |fl RootPublicFolderMailbox
[image: ]

以上で、Exchange管理シェルを利用したパブリック フォルダー メールボックスの作成は完了です。

階層パブリック フォルダー メールボックスが損失した場合の復旧手順
前述したように、Exchange Server 2013では階層パブリック フォルダー メールボックスは組織内で1つしか定義することができません。階層パブリック フォルダー メールボックスに接続ができなくなった場合、パブリック フォルダー内のデータ参照・データ作成はできますが、新たに階層を作成することができなくなります。
ここでは、階層パブリック フォルダー メールボックスが損失した際、任意のコンテンツ パブリック フォルダー メールボックスを新たな階層パブリック フォルダー メールボックスに指定する手順を説明します。
[image: sql実習]　コンテンツ パブリック フォルダー メールボックスを階層パブリック フォルダー メールボックスに指定する手順
注意：以降の作業はいずれかのExchangeサーバー上で操作します。
1. 現存しているパブリック フォルダー メールボックスのGUIDを確認します。
以下のコマンドを実行します。
Get-Mailbox –PublicFolder |fl name, ExchangeGuid
任意のパブリック フォルダー メールボックスのGUIDを控えておきます。ここではPFMBX02を階層パブリック フォルダー メールボックスとして使用します。
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注意：以下の作業はCONT-DC01上で操作します。
 [ADSIエディター] を起動し、構成コンテナーに接続します。
 [Configuration] 、 [Services] 、 [Microsoft Exchange] の順に展開し、 [Contoso] を右クリックしてプロパティを表示します。
属性タブ内の [msExchDefaultPublicFolderMailbox] をダブルクリックします。最後のセミコロン以降が現在の階層パブリック フォルダー メールボックスのGUIDとなりますので、先ほどの手順で控えておいたメールボックスのGUIDに変更します。
[image: ]
注意：以降の作業はすべてのExchangeサーバー上で操作します。
変更の即時反映とデータ損失防止のために、それぞれのExchangeサーバー上で以下の動作を実行します。
EWSアプリケーションプールのリサイクル
IISマネージャーを起動し、アプリケーションプールの中から [MSExchangeServicesAppPool] を選択し、リサイクルを実行します。
[image: ]
 [Microsoft Exchange RPC Client Access] サービスと [Microsoft Exchange Service Host] サービス を再起動します。
[image: sqlOP]　 [Microsoft Exchange RPC Client Access] サービスはクライアント アクセス サーバーにはありません。
以上で、PFMBX02を階層パブリック フォルダー メールボックスとして使用する設定が完了しました。
以下のコマンドを実行して、PFMBX02が階層パブリック フォルダー メールボックスとして指定されていることを確認します。
Get-Mailbox –PublicFodler |fl name, isRootPublicFodlerMailbox
[image: ]



パブリック フォルダー メールボックスのクォーター管理
Exchange Server 2013 では、Exchange管理センター または Exchange 管理シェルを利用してパブリック フォルダ メールボックスの格納域の制限 (以下、クォーター制限) を設定することができます。
Exchange管理センターを利用してパブリック フォルダー メールボックスのクォーター制限を変更したい場合は、該当のパブリック フォルダー メールボックスを選択し、 [編集] アイコンをクリックします。
左メニューよりメールボックスの使用状況を選択し、その他のオプションを選択します。「このメールボックスの設定をカスタマイズする」を選択すると制限値を設定することができます。
[image: ]
ここで設定できる値はメールボックスデータベースのクォーター制限値によって制限されます。Exchange Server 2013ではメールボックス データベースによって各メールボックスの送信を禁止する使用量 が既定で2GBで設定されています。
各項目の設定可能な範囲は以下の通りです。
警告を表示する容量：0B～送信を禁止する使用量の設定値以下
投稿を禁止するサイズ：送信を禁止する使用量の設定値以上
最大アイテムサイズ：0B～2GB
Exchange管理センターを利用してパブリック フォルダー メールボックスの送信を禁止する使用量を設定することはできません。この値を変更したい場合は、メールボックス データベースの送信を禁止する使用量を変更するか、Exchange管理シェルを利用して該当するパブリック フォルダー メールボックスの送信を禁止する使用量を変更する必要があります。
Exchange管理シェルを使用して送信を禁止する使用量を変更する際に利用するコマンドは以下の通りです。
Set-Mailbox –PublicFolder –Identity PFMBX02 –ProhibitSendQuota 3GB



[bookmark: _Toc351983836]Office Web Appsサーバー連携
従来のExchange ServerではOWA上から添付されたOfficeファイルを参照する際、「webready」という機能を利用していました。この機能を利用することで、Officeアプリケーションがインストールされていない端末からも添付ドキュメントを参照することができます。Exchange Server 2013では、組織内のOffice Web Apps サーバーと連携することもできます。これにより、Office添付ファイルをより忠実に再現し、プレビューすることができます。
Office Web Appsサーバーと連携しているExchange Server 2013環境では、ユーザーがOffice添付ファイルをプレビューしようとすると、Exchange Server はOffice Web Appsサーバーを呼び出し、ドキュメントをレンダリングします。Office Web Appsサーバーを利用することで、ユーザーは優れたユーザー インターフェイスを利用することができます。
既定でOffice Web Appsサーバーが表示することのできるファイルタイプは以下の通りです。
Word文書 (拡張子：doc,docx,dotx,dot,dotm) 
Excelドキュメント (拡張子：xls,xlsx,xlsm,xlm,xlsb) 
Power Pointドキュメント
 (拡張子：ppt,pptx,pps,ppsx,potx,pot,pptm,potm,ppsm) 
注意：IRMで保護したメッセージの添付ファイルはOffice Web Appsサーバーではレンダリングできません。

本自習書では、Exchange Server 2013とOffice Web Appsサーバーを連携する為の手順について説明します。
システム構成
本自習書では、あらかじめ以下の環境を構築し、利用します。
Exchange Server 2013のインストール方法については『Exchange Server 2013 自習書シリーズ　インストール編 (http://technet.microsoft.com/ja-jp/exchange/jj853251.aspx) 』をご参照ください。
Office Web Appsサーバーの構築方法については、以下のリンクをご参照ください。
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/jj219455
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また、以下の作業が終了していることを前提とします。
	対象コンピューター名
	作業内容

	CONT-DC01
 (ドメイン コントローラー) 
	Windows Server 2008またはWindows Server 2012 のインストール

	
	Active DirectoryによるContoso.comドメイン構築

	
	Windows Server 2012のセキュリティパッチ適用

	EX-CAS01
 (クライアント アクセス サーバー) 
	Windows Server 2012 (64bit) のインストール

	
	Windows Server 2012 (64bit) のセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS名前解決

	
	Contoso.comドメインへの参加

	
	Exchange Server 2013のインストール (クライアント アクセスの役割) 

	EX-MBX01
 (メールボックス サーバー) 
	Windows Server 2012 (64bit) のインストール

	
	Windows Server 2012 (64bit) のセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS名前解決

	
	Contoso.comドメインへの参加

	
	Exchange Server 2013のインストール (メールボックスの役割) 

	CONT-OWA
 (Office Web Appsサーバー) 
	Windows Server 2008 R2またはWindows Server 2012のインストール

	
	該当OSのセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS名前解決

	
	Contoso.comドメインへの参加

	
	Office Web Apps Serverのインストール

	CL-WIN8
 (クライアント) 
	Windows 7またはWindows 8のインストール

	
	該当OSのセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS解決

	
	Contoso.comドメインへの参加



	コンピューター名
	各種パラメーター

	CONT-DC01
	ドメイン
	Contoso.com

	
	IPアドレス
	192.168..50.1

	
	サーバー名
	CONT-DC01

	
	OS
	Windows Server 2012 

	EX-CAS01
	IPアドレス
	192.168.50.10

	
	サーバー名
	EX-CAS01

	
	OS
	Windows Server 2012

	EX-MBX01
	IPアドレス
	192.168.50.20

	
	サーバー名
	EX-MBX01

	
	OS
	Windows Server 2012

	CONT-OWA
	IPアドレス
	192.168.50.32

	
	サーバー名
	CONT-OWA

	
	OS
	Windows Server 2012

	CL-WIN8
	IPアドレス
	192.168.50.41

	
	コンピューター名
	CL-WIN8

	
	OS
	Windows8


※上記構成はOWAサーバーの機能を検証するための最少構成です。前章までで利用していたCONT-DC02、EX-CAS02、EX-MBX02、EX-MBX03サーバーは省略しております。
　[image: sql実習]　Office Web AppsサーバーとExchange Serverの統合構成手順
注意：以降の作業はEX-MBX01上で操作します。
1. Office Web AppsサーバーでOWAの添付ファイルをレンダリングする為には、Office Web AppsサーバーのURLを指定する必要があります。
Exchange管理シェルを起動し、以下のコマンドを実行します。 (実際には一行で入力します。) 
Set-OrganizationConfig –WACDiscoveryEndpoint https://CONT-OWA/hosting/discovery
コマンドの実行結果を確認する為に、以下のコマンドを実行します。
Get-OrganizationConfig |fl WACDiscoveryEndpoint
[image: ]
WACDiscoveryEndpointでOffice Web AppsサーバーのURLが指定されていることを確認します。
次に、Office Web Appsサーバーのレンダリングを有効にします。Office Web Appsサーバーの有効化・無効化はプライベートオプションログオンかパブリックオプションログオンかで分けて設定することができます。
本自習書では、プライベートログオン、パブリックログオン共にOffice Web Appsサーバーを有効化します。
まず、プライベートオプションでログオンしたユーザーに対してOffice Web Appsサーバーを有効化する為に、以下のコマンドを実行します。 (実際には一行で入力します。) 
Set-OWAVirtualDirectory “CONT-OWA\owa (Default Web Site) ” –WacViewingOnPrivateComputersEnabled $true
次に、パブリックオプションでログオンしたユーザーに対してOffice Web Appsサーバーを有効化する為に、以下のコマンドを実行します。 (実際には一行で入力します。) 
Set-OWAVirtualDirectory “CONT-OWA\owa (Default Web Site) ” –WacViewingOnPublicComputersEnabled $true
コマンドが正常に終了したことを確認する為に、以下のコマンドを実行します。
Get-OwaVirtualDirectory “CONT-OWA\owa (Default Web Site) ” |fl Name,WacViewing*
WacViewingOnPrivateComputersEnabled,WacViewingOnPublicComputersEnabledともに、Trueに設定されていることが確認できます。
Office Web Appsサーバーレンダリングを強制させることもできます。その場合は次のコマンドを実行します。 (実際には一行で入力します。) 
Set-OwaVirtualDirectory “CONT-OWA\owa (Default Web Site) ” –ForceWacViewingFirstOnPublicComputers $true –ForceWacViewingFirstOnPrivateComputers $true

注意：以降の作業はCL-WIN8で操作します。
クライアントからOWAにアクセスして、動作を確認します。添付されたOfficeファイルにマウスカーソルを合わせると、 [プレビュー] が表示されるので、選択します。
[image: ]

Wordファイルの場合は、Microsoft Word Web Appが起動し、プレビューが表示されます。
[image: ]




[bookmark: _Toc351983837]SharePoint Server 2013との連携
Exchange Server 2013ではSharePoint Server 2013と連携して「サイト メールボックス」を利用することができるようになりました。
サイト メールボックスは Outlook 2013でサポートされており、Outlook Web Appからはアクセスすることができません。
ユーザーはOutlook2013から、サイト メールボックスに保管されているメールや、SharePoint Server 2013側で紐づいているプロジェクト サイトのドキュメント ライブラリに簡単にアクセスすることができます。また、この際、Outlok 2013 からサイト メールボックス内のドキュメント フォルダにファイルをドラッグ アンド ドロップすることで、SharePoint Server 2013上のドキュメント ライブラリへ簡単にコンテンツをアップロードすることができます。
サイト メールボックスでは、メールはExchange Server 2013に保存され、ドキュメントはSharePoint Server2013に保存されます。Exchange ServerはSharePoint Serverとメタデータを同期することで、Outlook 2013からドキュメントが参照できます。


ドキュメントをアップロードした時の流れ
[image: ]

サイト メールボックスの一番の利点は、Outlook 2013 を利用してプロジェクト サイトのドキュメントと、関連するメールを一元的に操作することができることにあります。パブリック フォルダーにもメールやドキュメントを保存することができますが、SharePoint Server を利用した時のようにドキュメントの共同編集や版管理をすることができません。
サイト メールボックスを利用するための前提条件
サイト メールボックスを利用する為には、以下の前提条件を満たす必要があります。
Exchange Server 2013とSharePoint Server 2013が同じADフォレスト内に構成されていること
サイト メールボックスにアクセスするすべてのメールボックスは。Exchange Server 2013に存在すること
サイト メールボックスにアクセスするすべてのルート サイト コレクションはSharePoint Server 2013上に存在すること
それぞれのSharePointサイトは1つのサイトメールボックスにのみリンクするように構成されていること
Outlook 2013がクライアントにインストールされていること

システム構成
本自習書では、あらかじめ以下の環境を構築し、利用します。
Exchange Server 2013のインストール方法については『Exchange Server 2013 自習書シリーズ　インストール編』をご参照ください。

[image: ]
また、以下の作業が完了していることを前提とします。

	対象コンピューター名
	作業内容

	CONT-DC01
 (ドメイン コントローラー／証明機関) 
	Windows Server 2008またはWindows Server 2012 のインストール

	
	Active DirectoryによるContoso.comドメイン構築

	
	Windows Server 2012のセキュリティパッチ適用

	
	証明機関 (CA) のセットアップ※1

	EX-CAS01
 (クライアント アクセス サーバー) 
	Windows Server 2012 (64bit) のインストール

	
	Windows Server 2012 (64bit) のセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS名前解決

	
	Contoso.comドメインへの参加

	
	Exchange Server 2013のインストール (クライアント アクセスの役割) 

	EX-MBX01
 (メールボックス サーバー) 
	Windows Server 2012 (64bit) のインストール

	
	Windows Server 2012 (64bit) のセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS名前解決

	
	Contoso.comドメインへの参加

	
	Exchange Server 2013のインストール (メールボックスの役割) 

	SPS-ALL
 (SharePoint サーバー) 
	Windows Server 2008 R2またはWindows Server 2012のインストール

	
	該当OSのセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS名前解決

	
	Contoso.comドメインへの参加

	
	SharePoint Server2013のインストール※2

	CL-WIN8
 (クライアント) 
	Windows 7またはWindows 8のインストール

	
	該当OSのセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS解決

	
	Contoso.comドメインへの参加


※1 『Exchange Server 2013自習書シリーズ　インストール編』内の「4.4 CAサーバーの構築」の手順に従い準備してください。
※2 『SharePointServer 2013 プレビュー 評価のためのインストール・構成ガイド』内の「3. サーバーファーム インストール」を参照し、準備してください。
SharePoint Server 2013の構成
本自習書ではあらかじめSharePoint Server 2013のセットアップが完了していることを前提とします。セットアップ手順については『SharePointServer 2013 プレビュー 評価のためのインストール・構成ガイド (http://technet.microsoft.com /ja-jp/office/jj149945#SPS-2013) 』を参照してください。
注意：SharePoint Serverの構築時、「ファーム構成」である必要があります。本手順書では、サーバー「SPS-ALL」にShaSharePoint データベース サーバーおよびフロントエンド サーバーの役割を持たせる構成としています。

注意：環境によってはプロキシサーバーを使用していると正常に構成できません。あらかじめIEのプロキシ設定を「設定を自動的に検出する」に設定することを推奨します。

	対象コンピューター名
 () 内は役割
	作業内容

	CONT-DC01
 (ドメインコントローラー) 
	「Contoso.com」Active Directoryドメイン構築

	
	下記のアカウントの作成
　　Spadmin、Spfarm、Spups

	SPS-ALL
 (ファーム構成のSharePoint 2013サーバー) 
	Windows Server 2012のインストール

	
	Windows Server 2012のセキュリティパッチ適用

	
	Contoso.comドメインへの参加

	
	KB896861の実施

	
	ローカルのAdministratorsへ下記のアカウントを追加
　　Spadmin、Spfarm

	
	SQL Server 2013のセットアップ

	
	SQL Serverの下記の権限をアカウント「Contoso\Spfarm」に付与
　　dbcreater、public、securityadmin

	
	SharePoint Server 2013のセットアップ (ファーム構成) 


ここではSharePointサーバーのセットアップ用アカウントとして下記のアカウントを作成し使用します。
	アカウント名
	権限

	Contoso\Spadmin
	Domain Users (既定) 

	
	SPS-ALLのローカルAdministrators

	
	SQLサーバーのsysadmin、public (既定) 

	Contoso\Spfarm
	Domain Users (既定) 

	
	SPS-ALLのローカルAdministrators

	
	SQLサーバーのdbcreater、securityadmin、public (既定) 

	Contoso\Spups
	Domain Users (既定) 


SQLサーバーのセットアップ時、SQLの下記の機能をインストールします。
[image: ]

以降では、SharePointサーバーで必要な事前構成の手順からサイト メールボックスの作成手順までを説明します。
Webアプリケーションとサイト コレクションの構成
[image: sql実習]　SSL Webアプリケーションの作成
注意：この操作はSPS-ALLで行います。
1. サーバーに contoso\Spadmin アカウントにてログオンします。
注意：以降、SPS-ALLサーバー上で操作を行う際は、別途記載がある場合を除き、contoso\Spadmin アカウントで作業を行います。

 [スタート] より [SharePoint 2013 サーバーの全体管理] を起動します。
右ペインから [アプリケーション構成の管理] をクリックして実行します。
[image: C:\Users\v-yuta\AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files\Content.Word\WS000178.png]

 [Webアプリケーション] セクションの [Webアプリケーションの管理] をクリックします。
[image: C:\Users\v-yuta\AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files\Content.Word\WS000180.png]
 [新規] ボタンをクリックし、新しいWebアプリケーションを作成します。
[image: C:\Users\v-yuta\AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files\Content.Word\WS000181.png]
下記の３か所を設定します。
·  [新しいIIS Webサイトを作成する] を選択
·  [ポート] として「443」を指定
·  [SSL (SecureSockets Layer) の使用] にて [はい] を選択
[image: ]
他は設定せず、最下部の [OK] をクリックします。
[image: sqlOP]　処理が完了するまでしばらくかかります。5分以上経過して応答がない場合、IISを確認し、 [SharePoint – 443] サイトが作成されていることを確認します。作成されている場合、 [新しいWebアプリケーションの作成] ダイアログを閉じても安全です。
 [作成済みアプリケーション] ダイアログが表示されたら完了です。 [OK] をクリックします。
[image: ]
 [Webアプリケーション] に戻り、 [SharePoint – 443] が作成されていることを確認します。
[image: C:\Users\v-yuta\AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files\Content.Word\WS000182.png]

[image: sql実習]　SSL Webアプリケーションを使用するサイトコレクションを作成する
注意：この操作はSPS-ALLで行います。
1.  [スタート］より [SharePoint 2013 サーバーの全体管理] を起動します。
左ペインから [アプリケーション構成の管理] をクリックして実行します。
 [サイトコレクション] セクションの [サイトコレクションの作成] をクリックします。
[image: C:\Users\v-yuta\AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files\Content.Word\WS000183.png]
 [Webアプリケーション] のプルダウンをクリックし、 [Webアプリケーションの変更] をクリックします。
 [SharePoint – 443] をクリックして変更します。
タイトルに「Secure」と入力します。
[image: C:\Users\v-yuta\AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files\Content.Word\WS000184.png]
 [サイトコレクション管理者 (プライマリ) ] にSharePointの管理者を指定します。ここでは [contoso\Spadmin] を指定します。
 [OK] をクリックします。
下記の完了画面の確認後、 [OK] をクリックします。
[image: C:\Users\v-yuta\AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files\Content.Word\WS000185.png]
プロファイル同期の構成
[image: sql実習]　プロファイル同期を構成する
注意：この操作はSPS-ALLで行います。
1.  [スタート] より [SharePoint 2013 サーバーの全体管理] を起動します。
1.  [システム設定] をクリックします。
 [サーバーのサービスの管理] をクリックします。
[image: ]
 [User Profile Synchronization Services] の横の [開始] をクリックします。
[image: C:\Users\v-yuta\Pictures\００１.png]
 [サービス アカウント名とパスワード] にて、contoso\spfarmのパスワードを入力し、 [OK] をクリックします。
[image: C:\Users\v-yuta\Pictures\００２.png]
 [サーバーのサービス] 画面に戻り、 [状態] が [開始済み] になったことを確認します。

[image: sqlOP]	画面は自動的に更新されないため、しばらく待ってから手動で画面を更新して確認します。 ( [開始済み] になるまで5分ほどかかる場合があります。) 
[image: ]
サービスの起動後、必ずサーバーの再起動を行います。
再起動後、関連するサービスが起動しているかを確認します。
 [スタート] － [管理ツール] － [サービス] より、下記のサービスが正常に起動していることを確認します。
・Forefront Identity Manager Service
・Forefront Identity Manager Synchronization Service

[image: sqlOP] サービスが起動していない場合は手動で起動します。
正常に開始されたことを確認後、次以降の手順を実行します。
Exchangeとの連携の事前準備
以降の手順では、SharePointサーバーとExchangeサーバーを連携するための構成を行います。
[image: sql実習]　EWSのセットアップ
注意：この操作はSPS-ALLで行います。
1. Exchange Web Service Managd APIをダウンロードします。
下記のURLにアクセスし、 [EwsManagedApi.msi] をダウンロードして保存します。
Microsoft Exchange Web Services Managed API 2.0
http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=35371
1. コマンド プロンプトを管理者として開き、下記のコマンドを実行します。
 (あらかじめモジュールをダウンロードしたパスに移動しておきます。) 
(実際には１行で入力します。) 
Msiexec /I EwsManagedApi.msi addlocal="ExchangeWebServicesApi_Feature,ExchangeWebServicesApi_Gac"
1. ウィザードが実行されます。しばらくウィザードの指示に従って進めます。
1. インストール先を指定する、 [Select Installation Folder] 画面にて、インストール先の対象として [Everyone] を選択します。 [Next] をクリックしてウィザードを進めます。
[image: ]
1. インストール完了後、次のコマンドを実行します。
Iisreset
[image: sqlOP]　実行できない場合は、適切なアカウントでログオンしているか、また、管理者としてコマンド プロンプトを実行しているかを確認します。
以上でEWSの構成は完了です。
次に作成したSSL Webアプリケーションが正常に動作するよう、SSL証明書をバインドします。
[image: sql実習]　証明書要求の作成
注意：この操作はSPS-ALLで行います。
1.  [スタート] から [IISマネージャ] を実行します。
1. 左ペインより [SPS-ALL] をクリックします。
1. 中央ペインの機能ビューから [サーバー証明書] をクリックします。
[image: C:\Users\v-yuta\Pictures\００３.png]
1. 右ペインより [証明書の要求の作成] をクリックします。
1. 下記のように値を指定します。他は既定値のまま、証明書要求を作成し、任意の場所に保存します。
[image: ]
作成した証明書要求を組織内証明機関に送信します。この手順は『Exchange Server 2013自習書シリーズ　インストール編』内の「4.5.2　サーバー証明書の発行の要求送信」から「4.5.4　サーバー証明書の取得」に記載されていますので、この手順を参照して実行してください。
証明書の取得完了後、IISに取得した証明書を登録します。

[image: sql実習]　証明書要求の登録
注意：この操作はSPS-ALLで行います。
1.  [スタート] から [IISマネージャ] を実行します。
1. 左ペインより [SPS-ALL] をクリックします。
1. 中央ペインの機能ビューから [サーバー証明書] をクリックします。
1. 右ペインより [証明書の要求の完了] をクリックします。
1.  [証明機関の応答が含まれるファイルの名前] に取得した.cerファイルのパスを指定します。
フレンドリ名として「SPS-ALL」を指定し、 [OK] をクリックします。
[image: ]
1. 取得した証明書が正常に登録されたことを確認します。
[image: C:\Users\v-yuta\Pictures\００４.png]

1. 左ペインより [サイト] － [SarePoint -443] をクリックします。
1. 右ペインより [バインド] をクリックします。
[image: ]

1.  [種類] が [https] である行を選択し、 [編集] をクリックします。
1.  [SSL証明書] として組織内CAから取得した証明書「SPS-ALL」を選択します。
[image: ]
1.  [OK] をクリックします。
1.  [閉じる] をクリックします。
1. Interenet Explorerにて [https://sps-all/] にアクセスし、証明書のエラーなどが表示されず、証明書が適切に構成されていることを確認します。
以上でSSL証明書のバインドは完了です。

プロファイル同期の実行
[image: sql実習]　ディレクトリ サービスへの同期接続の作成
注意：この操作はSPS-ALLで行います。
1. 関連するサービスが起動しているかを確認します。
 [スタート] － [管理ツール] － [サービス] より、下記のサービスが正常に起動していることを確認します。
・Forefront Identity Manager Service
・Forefront Identity Manager Synchronization Service
1.  [スタート] より [SharePoint 2013 サーバーの全体管理] を起動します。
1. 左ペインより [アプリケーション構成の管理] をクリックします。
1.  [サービス アプリケーション] セクションの [サービス アプリケーションの管理] をクリックします。
[image: C:\Users\v-yuta\AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files\Content.Word\WS000186.png]
1.  [User Profile Services Application] が開始済みであることを確認し、 [User Profile Service Application] をクリックします。
[image: C:\Users\v-yuta\AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files\Content.Word\WS000188.png]
1.  [同期] セクションの [同期接続の構成] をクリックします。
[image: C:\Users\v-yuta\AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files\Content.Word\WS000189.png]
1.  [新しい接続の作成] をクリックし、次の値を指定します。
[image: ]
[image: ]


1.  [コンテナーの作成] をクリックします。
1.  [すべて選択] をクリックします。
[image: ]

1.  [OK] をクリックします。
1.  [AD Connection] が正常に作成されたことを確認します。
[image: ]

以上でディレクトリ サービスへの同期接続の作成は完了です。

[image: sql実習]　プロファイル同期の実行
先の手順に引き続き、プロファイル同期を実行します。
1. 左ペインから [アプリケーションの構成の管理] をクリックします。
1.  [サービス アプリケーション] セクションの [サービス アプリケーションの管理] をクリックします。
1.  [User Profile Service Application] をクリックします。
1.  [同期] セクションの [プロファイル同期の開始] をクリックします。
[image: C:\Users\v-yuta\AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files\Content.Word\WS000194.png]
1.  [完全同期の開始] を選択し、 [OK] をクリックします。
[image: C:\Users\v-yuta\AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files\Content.Word\WS000195.png]
1. ディレクトリ サーバーとの同期が開始されます。

[image: sqlOP]　同期が終了するまでには時間を要します。同期結果はUser Profile Service アプリケーションから確認できます。
[image: C:\Users\v-yuta\AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files\Content.Word\WS000196.png]
Exchangeとの連携の構成
[image: sql実習]　Exchangeサーバーの証明書の構成
注意：この操作はSPS-ALLで行います。
1. Internet ExplorerでExchangeサーバーに接続します。ここでは [https://ex-cas01.contoso.com/] にアクセスします。
1. [bookmark: _GoBack]証明書のエラーが表示されず、証明書が適切に構成されていることを確認します。
[image: ]
[image: sqlOP]　正常に構成されている場合、URLの右側に鍵アイコンが表示されます。
[image: sqlOP]　正常に構成されていない場合は『Exchange Server 2013自習書シリーズ　インストール編』内の「第四部　Exchange Server 2013への証明書の発行」を参照しExchangeサーバーに対して適切に証明書を構成してください。

[image: sql実習]　SharePoint上でのOAuth信頼とサービスのパーミッション構成
注意：この操作はSPS-ALLで行います。
1.  [スタート] より [SharePoint 2013 管理シェル] を実行します。
1. 次のコマンドを実行します。 (実際には１行で入力します。) 
New-SPTrustedSecurityTokenIssuer -Name Exchange -MetadataEndPoint https://ex-cas01.contoso.com/autodiscover/metadata/json/1

1. 次のコマンドを実行します。
$exchange=Get-SPTrustedSecurityTokenIssuer
$app=Get-SPAppPrincipal -Site https://sps-all -NameIdentifier 
$exchange.NameId$site=Get-SPSite https://sps-all
Set-SPAppPrincipalPermission -AppPrincipal $app -Site $site.RootWeb -Scope sitesubscription -Right fullcontrol -EnableAppOnlyPolicy
SharePoint上でサイト メールボックスの機能を有効にするために、次のコマンドを実行します。
Enable-SPFeature CollaborationMailboxFarm
次に、SharePoint ファームに対して Exchange サイト メールボックスのターゲット ドメインを設定するために、以下のコマンドを実行します。
$webAppUrl=https://SPS-ALL
$exchangeDomain=”contoso.com”
$exchangeServerName=”ex-cas01”
$webApp=Get-SPWebApplication $webAppUrl
$webApp.Properties [“ExchangeTeamMailboxDomain”] = $exchangeDomain
$webApp.Properties [“ExchangeAutodiscoverDomain”] = $exchangeServerName
$webApp.Update () 

[image: sql実習]　 Exchange上でのOAuth信頼とサービスのパーミッション構成
注意：以降の手順はEX-CAS01上で操作します。
1. 管理者権限でPowerShellを起動し、Exchangeのインストールパス
 ( 本構成では、C:\Program Files\Microsoft\Exchange Server) の配下にある、\V15\Scriptsに移動します。
以下のコマンドを実行し、Exchange に対する OAuth の信頼とサービスのアクセス許可を確立します。
.\Configure-EnterprisePartnerApplication.ps1 –ApplicationType Sharepoint –AuthMetadataUrl https://SPS-ALL/_layouts/15/metadata/json/1
[image: ]
サイトメールボックスの作成
以上で、サイト メールボックスを作成するための準備が完了しました。
以降の手順では、サイト メールボックスを作成します。
注意：以降の手順はSPS-ALLで操作します。
1. ポータルサイトに接続します。
[image: ]
画面の右端に移動し、 [コンテキスト内電子メールの保持] を選択します。
[image: ]

サイト メールボックスが作成されます。
サイト メールボックスの作成した旨のメッセージが表示されたらサイト メールボックスの作成は完了です。
[image: ]

サイトメールボックスが作成されると、Outlookの左ペインに表示され、簡単にアクセスすることができます。
[image: ]

SharePointサイトからサイトメールボックスにアクセスすると、OWAに接続されます。
[image: ]
このように、サイトメールボックスを作成することで、OutlookからもSharePointからも簡単にメールやドキュメントの参照・編集を実行することが可能となります。


[bookmark: _Toc351983838]Exchange Server 2013の可用性対策
この章では、Exchange Server 2013の可用性対策について構成方法や構成上の注意点などについて説明します。

[bookmark: _Toc351983839]メールボックスサーバーの可用性
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データベース可用性グループ
データベース可用性グループ ( Database Availability Group : 以下DAG ) は、Exchange Server 2010 から導入された高可用性のアーキテクチャです。Exchange Server 2013 でもDAGの機能を利用してメールボックスの高可用性を実現することができます。Exchange Server 2013のDAG機能は基本的にExchange Server 2010のDAG機能と大きな変更はありませんが、以下の点が新機能として搭載されました。
Exchange Server 2013におけるDAGの新機能
複製データベースのマルチコピーによる再シード
プロトコルスタックの正常性判断
自動再シード
DAGネットワークの自動構成
パブリック フォルダーの DAG への追加
これらの新機能の詳細については、「2.5　Exchange Server 2013 における可用性の新機能」で詳しく説明します。
ここでは、DAGの概要と基本的な動作について説明します。
1 つの DAG 毎に最大 16 台のメールボックス サーバーをグループ化し、各サーバーにメールボックス データベースのコピーを格納することができます。このデータベース コピーはDAG内のどのサーバーでもマウント可能です。このため、メールボックス サーバーでの障害発生時には自動的に他のサーバー上でメールボックス データベースをマウントし、継続してサービスを提供することができます。
この障害発生時のアクティブ サーバーの切り替えはメールボックス データベース単位で行われるため、メールボックス データベースのみの障害発生時には他のメールボックス データベースへの影響を最小限にして切り替えることができ、同様にしてディスク障害、サーバー障害へも対処することができます。
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また、DAGではサブネットが異なるメールボックス サーバーをDAGのグループに加えることができます。このため、遠隔地のサーバーへメールボックスデータベースのコピーを格納することでメールボックス データベースのバックアップとすることができ、メインのデータセンターでの大規模災害などへの耐障害性を高めることができます。
管理者はExchange Server をインストールした後に自由にDAGを構成するサーバーの数を編成でき、各サーバーに存在するデータベース コピーを必要に応じて自由にマウントすることができます。DAGのメンバーにするサーバーに特殊なハードウェアは必要ありません。
Exchange Server 2013ではメールボックスのみではなく、パブリック フォルダーとオフライン アドレス帳もDAGの機能を利用して、高可用性を実現することができるようになりました。 (詳細は「1.2.3メールボックス機能」、「1.3.4パブリック フォルダー」を参照してください。) 




[bookmark: _Toc351983841]DAGを構成するコンポーネント
DAGは様々なコンポーネントから構成されています。
ここではそれぞれについて簡単に説明します。
メールボックス データベース コピー
システム管理者はメールボックス データベースのコピーをDAGを構成するどのサーバーにも格納することができます。各サーバーのデータベース コピーは管理者が手動でアクティブにすることができ、これをスイッチオーバーと呼びます。一方、障害発生時にシステムが自動的に他のメールボックス データベース コピーをアクティブにすることをフェールオーバーと呼びます。
もしアクティブなメールボックス サーバーが障害発生によりシステム停止に陥った場合、メールボックス データベースごとにフェールオーバーが行われます。障害が発生したサーバーが複数のメールボックス データベースを保持していた場合、それぞれのメールボックス データベースを異なる複数のサーバーでアクティブにするよう構成することも可能です。
Database Availability Group (DAG) 
DAGは最大16台のメールボックス サーバーの役割を持つサーバーのグループです。DAGはメールボックス データベースがスイッチオーバー／フェールオーバーできる境界を定めます。従来のクラスタの「グループ」と同様の役割を担います。
DAGは同一のActive Directory ドメインに所属するサーバーのみ、メンバーに加えることができます。同一ドメイン内であればActive Directory サイトやサブネットが異なっているサーバーであっても同じDAGに追加可能です。
DAGは同一Active Directory内に複数作成することができますが、ひとつのサーバーはひとつのDAGにのみ参加可能です。また、異なるDAGに属するサーバーに対してメールボックス データベースの複製を作成することはできません。
Active Manager
Active ManagerはDAG内のすべてのサーバーで実行される、スイッチオーバー ／フェールオーバーを管理するコンポーネントです。
どのデータベースがアクティブであるかや、フェールオーバー時にどのメールボックス データベース コピーをアクティブにすべきかなどを判断します。
Active Managerには二つの役割があり、Primary Active Manager (PAM) とStandby Active Manager (SAM) があり、各ノードはどちらかの役割で動作しています。PAMはクラスタ リソースを持つノードが担い、どのリソースをアクティブにすべきか判断します。SAMはPAMの要求に応じてローカルのシステム状態を伝え、フェールオーバーに備えます。
なお、フェールオーバー先のデータベースを選定する際には、Exchange Server 2013 の新機能である「管理可用性機能」から随時報告されているサーバー負荷状況を評価し、適切なフェールオーバー先が選定されます。
管理可用性機能における詳細は、『Exchange Server 2013　自習書シリーズ　管理編』内の「3.1.2 管理可用性」をご参照ください。


[bookmark: _Toc351983842]フェールオーバー時のフロー
[image: ]メールボックス データベースに障害が発生すると、以下のようなプロセスでフェールオーバーおよび回復が行われます。
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サーバーに障害が発生した場合は以下のようなプロセスによりフェールオーバーおよび回復が行われます。
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[bookmark: _Toc351983843]DAGの構成手順
以下では、実際にDAGを構成する手順を説明します。
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DAGを構成するには、以下の条件を満たす必要があります。
DAGを構成する各メールボックスの役割を持つサーバーは、フェールオーバー クラスターを利用するため、Windows Server 2008 R2 Enterprie EditionまたはDatacneter Editionもしくは、Windows Server 2012 Standard Edition またはDatacenter Editionがインストールされている必要があります。
DAGのホストではないサーバーが組織内に少なくとも1台必要です。これは、DAGがクラスターを形成するために必要な監視サーバーの役割を持たせるためです。この監視サーバーはDAGと同じActive Directory フォレスト内に配置される必要があります。また、監視サーバーでは、Windows Server 2012、Windows Server 2008 R2、Windows Server 2003 R2、Windows Server 2003を実行している必要があります。
その他、以下のような注意点があります。
DAGによって作成および使用されるフェールオーバー クラスターはDAG専用である必要があります。このクラスターは、他の高可用性ソリューションや別の目的のために使用することはできません。
· DAGを構成する各メールボックス サーバーがネットワーク インターフェース (NIC) を1つしかも持たない場合でもDAGを構成することができます。
ただし、ネットワークの冗長性を考慮する場合は2つ以上のネットワーク インターフェースを持つことが推奨されます。
· DAGを構成するホストのActive Directoryサイトおよびサブネットがそれぞれ異なっていてもDAGを構成することができます。
· DAGはサーバー間での応答時間が500ミリsec以上であるネットワーク環境ではサポートされません。
· メールボックス データベースおよびログが格納されるパスは、メールボックス データベースごとにすべてのホストで共通のものが使用されます。このためパスはすべてのホストで競合しないものを指定する必要があり、またすべてのホストで同一のドライブレターが使用可能である必要があります。
1つのデータベース コピーは最大16台のサーバーで保持することができます。

[bookmark: _Toc351983845]DAGの構成環境
本自習書では、1フォレスト／1ドメイン／2サイト構成においてExchange Server 2013におけるDAG環境を展開する手順を実施します。
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本自習書ではあらかじめ以下の作業が完了していることを前提としています。
Exchange Server 2013のインストール手順などは『Exchange Server 2013　自習書シリーズ　インストール編』等をご覧ください。

	対象サーバー名
	作業内容

	CONT-DC01
 (ドメイン コントローラー) 
	Windows Server 2012 のインストール

	
	Active DirectoryによるContoso.comドメイン構築

	
	Windows Server 2012のセキュリティパッチ適用

	CONT-DC02
 (ドメイン コントローラー) 
	Windows Server 2012のインストール

	
	Windows Server 2012のセュリティパッチ適用

	
	Contoso.comへのドメイン参加

	
	Active Directoryの役割追加

	EX-CAS01
 (クライアント アクセス サーバー) 
	Windows Server 2012 (64bit) のインストール

	
	Windows Server 2012 (64bit) のセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS名前解決

	
	Contoso.comドメインへの参加

	
	Exchange Server 2013のクライアント アクセスの役割のインストール

	EX-CAS02
 (クライアント アクセス サーバー) 
	Windows Server 2012 (64bit) のインストール

	
	Windows Server 2012 (64bit) のセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS名前解決

	
	Contoso.comドメインへの参加

	
	Exchange Server 2013のクライアント アクセスの役割のインストール

	EX-CAS03
 (クライアント アクセス サーバー) 
	Windows Server 2012 (64bit) のインストール

	
	Windows Server 2012 (64bit) のセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS名前解決

	
	ドメイン名のDNS名前解決

	
	Exchange Server 2013のクライアント アクセスの役割のインストール

	EX-MBX01
 (メールボックス サーバー) 
	Windows Server 2012Enterprise Edition (64bit) のインストール

	
	Windows Server 2012 (64bit) のセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS名前解決

	
	Contoso.comドメインへの参加

	
	Exchange Server 2013のメールボックスの役割のインストール

	EX-MBX02
 (メールボックス サーバー) 
	Windows Server 2012Enterprise Edition (64bit) のインストール

	
	Windows Server 2012 (64bit) のセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS名前解決

	
	Contoso.comドメインへの参加

	
	Exchange Server 2013のメールボックスの役割のインストール

	EX-MBX03
 (メールボックス サーバー) 
	Windows Server 2012Enterprise Edition (64bit) のインストール

	
	Windows Server 2012 (64bit) のセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS名前解決

	
	Contoso.comドメインへの参加

	
	Exchange Server 2013のメールボックスの役割のインストール



	対象サーバー名
	作業内容

	CONT-DC01
	ドメイン名
	Contoso.com

	
	IPアドレス
	192.168.50.1

	
	OS
	Windows Server 2012 EnterpriseEdition

	CONT-DC02
	ドメイン名
	Contoso.com

	
	IPアドレス
	192.168.51.1

	
	OS
	Windows Server 2012 EnterpriseEdition

	EX-CAS01
	IPアドレス
	192.168.50.10

	
	OS
	Windows Server 2012 EnterpriseEdition

	EX-CAS02
	IPアドレス
	192.168.50.11

	
	OS
	Windows Server 2012 EnterpriseEdition

	EX-CAS03
	IPアドレス
	192.168.51.11

	
	OS
	Windows Server 2012 Enterprise Edition

	EX-MBX01
	IPアドレス
	192.168.50.20

	
	OS
	Windows Server 2012 Enterprise Edition

	EX-MBX02
	IPアドレス
	192.168.50.21

	
	OS
	Windows Server 2012 Enterprise Edition

	EX-MBX03
	IPアドレス
	192.168.51.10

	
	OS
	Windows Server 2012 Enterprise Edition



[bookmark: _Toc351983846]DAGの作成
DAGの構築にあたっては以下の手順を実施します。
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まずDAGを作成し、フェールオーバー可能な範囲を定めます。




[image: sql実習]　DAGの新規作成
注意：いずれかのExchangeサーバーで操作します。
1. Exchange管理センター (以下Exchange管理センター) に接続します。
1. 左ペインより [サーバー] を選択し、上部メニューから [データベース可用性グループ] を選択します。
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1.  [新規作成] アイコンをクリックして、新しいDAGを作成します。
1.  [データベース可用性グループの新規作成] ウィザードが起動します。
新しいDAGについての情報を入力します。
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	属性
	値
	説明

	データベース可用性
グループ名
	DAG01
	最大15文字以内でDAGの名前を入力します。

	監視サーバー
	EX-CAS01
	DAGの監視サーバー名を入力します。

	監視ディレクトリ
	C:\DAG01
	監視データの格納に使用されるディレクトリへのパスを入力します。

	IPアドレス
	192.168.50.21 ・ 192.168.51.11
	DAGには1つ以上の静的IPアドレスを割り当てるかDHCPによる動的構成にする必要があります。静的IPアドレスを割り当てる場合はこの項目に割り当てたいIPアドレスを入力します。


監視サーバーと監視ディレクトリ
DAGは監視サーバーと監視ディレクトリで構成されます。監視サーバーはDAGの状態を監視し、サーバーのダウンやメールボックス データベースの障害を検知すると他のサーバーに切り替えます。監視ディレクトリはそのために必要なデータを格納するフォルダです。指定しない場合、既定ではCドライブの直下にDAGの名前に応じたフォルダが作成されます。
監視サーバーを指定しなかった場合、既定ではメールボックスの役割をもたないExchange Server に自動的に構成されます。本構成ではCASサーバーに配置されます。
手動で監視サーバーを指定する場合、以下の条件を満たしている必要があります。
DAGのメンバーではないサーバーであること
Windows Server 2012、Windows Server 2008 R2、Windows Server 2008、Windows Server 2003 R2、Windows Server 2003を実行していること
1台のサーバーが、複数のDAGの監視サーバーとして動作できるが、各DAGには独自のディレクトリが必要
指定する監視サーバーがExchange Server 2013またはExchange Server 2010 でない場合、DAGを作成する前にExchange Trusted Subsystemユニバーサル セキュリティ グループを監視サーバー上のローカルのAdmnistratorsグループに追加する必要がある
Windowsファイアウォールを無効にするまたは、WindowsファイアウォールでWMIの例外を有効にする
DAGが作成される前に監視サーバー上でWindowsファイアウォールが有効になると、WindowsファイアウォールがDAGの作成をブロックすることがあります。ExchangeはWindows Mnagement instrumentation (以下WMI) を使用して、監視サーバー上にディレクトリとファイル共有を作成します。監視サーバー上でWindows ファイアウォールが有効であり、WMI向けのファイアウォールの例外が構成されていない場合、DAGの作成は失敗しエラーが発生します。
これらの条件があることから、DAGの監視サーバーはクライアント アクセス サーバーに配置することが推奨されます。これによりExchange管理者は監視の可用性を把握することができ、監視サーバーを使用するために必要なすべてのセキュリティのアクセス許可が適用されます。
すべての項目の入力が完了したら、 [保存] をクリックします。
[bookmark: _Toc351983847]クラスターネットワークオブジェクトの事前設定
Exchange Server 2013 では作成したDAGにメールボックス サーバーを追加する前に、クラスター ネットワーク オブジェクトの事前設定作業が必要となります。以下の手順に従ってクラスター ネットワーク オブジェクトを設定してください。
注意：CONT-DC01上で操作します。
 [ Active Directory ユーザーとコンピューター] を開きます。
フォレスト ノードを展開します。
新しいDAGアカウントを作成するOUを右クリックして [新規作成] 、 [コンピューター] の順に選択します。
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 [新しいオブジェクト - コンピューター] 画面にて [コンピューター名] を入力します。これはDAGそのものに使用する名前です。本構成では [DAG01] と入力します。
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 [OK] を選択します。
作成したコンピューター アカウント (DAG01) を右クリックし、 [アカウントを無効にする] を選択します。
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無効にするとドメインにログオンできなくなる旨の警告が表示されます。 [はい] を選択して無効化アクションを確認してから [OK] を選択します。
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次にクラスター ネットワーク オブジェクトにアクセス許可を割り当てます。
拡張機能が有効になっていない場合 [表示] [拡張機能] の順にクリックして拡張機能を [有効] にします。
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6～10の手順で作成したコンピューター アカウントを右クリックして、 [プロパティ] を選択します。
 [セキュリティ] タブを選択し、 [追加] をクリックしてDAGに追加する最初のメールボックス サーバーのコンピューター アカウントを追加するか、Exchange Trusted Subsystem USGを追加します。
メールボックス サーバーのコンピューター アカウントを追加する場合は16～20の手順を、Exchange Trusted Subsystem USGを追加する場合は21～の手順に従って構成してください。
DAGに追加する最初のメールボックス サーバーのコンピューター アカウントを追加する
 [オブジェクトの種類] を選択してコンピューターのチェックボックスをオンにします。
 [選択するオブジェクト名を入力してください] フィールドにDAGに追加する最初のメールボックス サーバーのコンピューター名を入力します。
 [名前の確認] をクリックしてコンピューター名に下線が引かれたことを確認したら [OK] をクリックします。
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 [グループ名またはユーザー名] から18の手順で追加したコンピューター アカウント (本構成ではEX-MBX01) を選択し、 [アクセス許可] ボックスで [許可] 列の [フルコントロール] を選択します。
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 [OK] をクリックしてアクセス許可設定を保存します。

Exchange trusted Subsystem USGを追加する
 [選択するオブジェクト名を入力してください] フィールドに [Exchange Trusted Subsystem] と入力します。
 [名前の確認] をクリックして下線が引かれることを確認したら [OK] をクリックします。
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 [グループ名またはユーザー名] から先ほど追加した [Exchange Trusted Subsytem] を選択し [アクセス許可] ボックスで [許可] 列の [フルコントロール] を選択します。
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 [OK] をクリックしてアクセス許可設定を保存します。
以上でDAGにメールボックス サーバーを追加する準備が整いました。
続いてDAGにメールボックス サーバーを追加します。
[bookmark: _Toc351983848]メールボックスサーバーの追加
DAGではWindowsフェールオーバー クラスタリング (WFC) テクノロジを利用します。DAGのメンバーである各メールボックス サーバーはDAGによって利用される基となるクラスター内のノードでもあります。その為、メールボックス サーバーをメンバーにできるのは常に1つのDAGだけです。
DAGに追加するサーバーは以下の条件を満たす必要があります。
Exchange Server 2013 のメールボックスの役割がインストールされていること
既に他のDAGのメンバー サーバーとして構成されていないこと
DAGに参加するすべてのサーバーは同一Active Directory ドメイン内のサーバーであること
DAGではフェールオーバー クラスタリングの機能を利用する為、DAGに追加するメールボックス サーバーにはフェールオーバー クラスター サービスがインストールされている必要がありますが、メールボックス サーバーにフェールオーバー クラスター サービスがインストールされていなければ、以下の手順の中で自動的にインストールされます。
サーバーをDAGに追加するには、次の手順を実行します。

[image: sql実習]　DAGメンバーシップの追加
注意：以降の手順はいずれかのExchangeサーバー上で操作します。
1. Exchange管理センターに接続します。
1. 左ペインより [サーバー] を選択し、上部メニューから [データベース可用性グループ] を選択します。
1. 構成するDAG (本構成ではDAG01) を選択して、 [DAGメンバーシップの管理] アイコンをクリックします。
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1.  [データベース可用性グループのメンバーシップの管理] 画面が起動します。
1.  [追加] アイコンをクリックし、一覧からサーバーを選択して [追加] をクリックし、 [OK] をクリックします。
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1.  [保存] をクリックして変更を保存します。
DAGにメールボックス サーバーを追加するウィザードが実行されます。このウィザードの中で、フェールオーバー クラスター サービスがインストールされていないメールボックス サーバーがあれば自動的にインストールされます。

[image: ]

1. ウィザードが正常に完了したら [閉じる] をクリックします。
以上でDAGにメールボックス サーバーが追加されました。

[image: sql実習]　データベースコピーの作成
次に、メールボックス データベース コピーを作成します。
DAGを作成しても、メールボックス データベース コピーが作成されていないサーバーへは、フェールオーバー/スイッチオーバーさせることができません。
注意：以降の手順はいずれかのExchangeサーバー上で操作します。
1. Exchange管理センターに接続します。
1. 左ペインより [サーバー] を選択し、上部メニューから [データベース] を選択します。
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1.  [次項] アイコンをクリックし、 [メールボックス データベース コピーの追加] を選択します。
1.  [参照] を選択し、メールボックス データベースのコピーを追加したいサーバーを選択し、 [OK] をクリックします。
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注意：この時追加できるサーバーは1回の動作につき1台のサーバーのみです。複数台のサーバーにデータベースのコピーを追加したい場合は、台数分同じ作業を繰り返してください。
 [メールボックス サーバーの指定] 欄に先ほど選択したサーバーが入力されていることを確認して [保存] をクリックします。
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保存が正常に完了したことを確認して [閉じる] をクリックします。

[image: ]
作業完了後自動的にコピーが開始されます。
右ペインにてコンテンツのインデックスの状態が正常になっていることを確認してください。すべてのコピーが完了するまでに時間がかかる場合があります。

以上のようにして、データベースをコピーしたいすべてのサーバー、またすべてのデータベース上で上記作業を実行します。

[bookmark: _Toc351983849]切り替え手順
以下では、アクティブなメールボックスの切り替え方法を、手動による切り替えと障害による自動切り替えとに分けて説明します。
0. [bookmark: _Toc351983850]手動による切り替え
メールボックスのスイッチオーバー
アクティブなメールボックス サーバーを手動で切り替えることを、「スイッチオーバー」といいます。Exchange Server 2013のDAGではExchange Server 2010と同様に、メールボックス データベースごとにどのサーバー上のコピーをアクティブにするかを任意に決めることができます。
ここでは、EX-MBX02上のMailbox Database 01のコピーをアクティブにする場合を例に説明します。
[image: sql実習]　メールボックス データベースのスイッチオーバー
注意：任意の端末上で操作します。
1. Exchange管理センターに接続します。
1. 左ペインより [サーバー] を選択し、上部メニューより [データベース] を選択します。
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1. Mailbox Database 01を選択します。右ペインに選択したデータベースのコピーを所持するメールボックスサーバーが表示されます。
ここから、どのサーバー上のメールボックス データベース コピーをアクティブにするか選択することができます。今回はEX-MBX02上のMailbox Database 01をアクティブにするので、Mailbox Database 01／EX-MBX02の [アクティブにする] を選択します。


[image: ]
1. 警告が表示されるので [はい] を選択します。

[image: ]
1. 移行ウィザードが起動します。
1. 正常に終了したことを確認して [閉じる] をクリックします。
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サーバーのスイッチオーバー
サーバーを指定し、サーバー上にあるアクティブデータベースコピーを別のサーバーに切り替えることができます。
サーバーをスイッチオーバーさせるには次の手順を行います。
[image: sql実習]　サーバーのスイッチオーバー
注意：任意の端末上で操作します。
1. Exchange管理センターに接続します。
1. 左ペインより [サーバー] を選択し、上部メニューより [サーバー] を選択します。
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1. 切り替え対象のメールボックスサーバーを選択し、左ペインより [サーバーの切り替え] を選択します。
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1. Exchange側で自動的に切り替え対象のサーバーを選択することもできますし、切り替え対象のサーバーを手動で指定することもできます。ここでは、切り替え対象のサーバーを指定する手法をとるので、 [切り替え対象のサーバーを指定する] を選択します。
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1.  [参照] をクリックすると、サーバーの選択画面が表示されます。切り替え対象のサーバーを選択し、 [OK] をクリックします。
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1.  [保存] をクリックします。
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1. 切り替えが問題なく完了したことを確認して [閉じる] をクリックします。
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以上で、サーバーのスイッチオーバーは完了です。
[bookmark: _Toc351983851]障害時の切り替え手順
DAGを構成しているノードに障害が発生し、かつ障害が発生したサーバー上でメールボックス データベースがアクティブであった場合、メールボックスは自動的に他のノード上でアクティブになります。これを「フェールオーバー」と呼びます。
フェールオーバーはメールボックス データベース単位で行われますので、サーバー全体の障害のみならず、特定ディスクの障害や、メールボックス データベースへの障害などにも対応することができます。
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DAGではアクティブなメールボックス データベースの切り替えにWindows Server 2012のフェールオーバー クラスタ サービスの機能を利用しており、ノード数に応じて「ノード マジョリティ セット」または「ノードおよびファイル共有マジョリティ セット」を構成します。
この2つのクラスタ モデルでは、クラスタを構成する各ノードがクラスタの情報であるクォーラム リソースを格納しています。クォーラム リソースは整合性を保つため常に１つのサーバーにより管理されます。クラスタ内のサーバーは互いに通信を行い、過半数の合意を得たサーバーがクォーラム リソースを管理します。
「ノード マジョリティ」ではクラスタを構成するすべてのノードはクラスタ化されたサービスを動作させることができます。つまりDAGの場合、クラスタはメールボックス サーバーのみで構成されます。
「ノードおよびファイル共有マジョリティ」の場合、クラスタは複数のメールボックス サーバーと、共有フォルダーをもつ１台の監視サーバーで構成されます。この共有フォルダーは監視共有フォルダーまたは監視ディレクトリとも言われます。監視サーバーは1つの監視共有フォルダーを持ち、ここにクォーラム リソースが格納されます。監視サーバーはクラスタ化されたサービスをホストすることはできませんが、クォーラム リソースを管理するサーバーの決定に関わります。

クラスタ
EX-MBX01
EX-MBX03
EX-MBX02
ノード マジョリティ
クラスタ
EX-MBX02
EX-MBX01
ノードおよびファイル
共有マジョリティ
投票



投票
投票
投票






この２つのクラスタ モデルは、クラスタのノード数に応じてExchangeにより自動的に構成されます。「ノードおよびファイル共有マジョリティ」はクラスタ化されたサービスが構成されたノード、つまりDAGではクラスタ内にメールボックス サーバーが偶数台存在する場合に構成されます。これによりクォーラム リソースの管理サーバーを決定する際に、ノード数が偶数の場合は同数均衡が発生する可能性がありますが監視サーバーを加えることでこれを回避し、常に１台のサーバーをクォーラム リソースを管理するサーバーとして選出することができます。

これらのことから、DAGにフェールオーバーの基本機能を提供しているクラスタ サービスを正常稼働させるためには、クラスタ内のノードの過半数が正常に稼働している必要があります。
このためDAGを構成するノード数 (メールボックス サーバーの台数) に応じて、DAG内のサーバーの障害が何台まで許容されるかが下表のように決定されます。
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なお、クォーラム構成が「ノードおよびファイル共有マジョリティ」の場合の許容される障害数は、監視サーバーがオンラインの場合です。障害発生などにより監視サーバーおよび監視ディレクトリがオフラインの場合は、許容される障害数は上記よりも1つ減ります。
[image: sql実習]　フェールオーバーの動作確認
注意：以降の手順はEX-MBX01上で操作します。
1. Exchange管理センターに接続します。
1. EX-MBX02上にあるメールボックス データベース コピーを少なくとも1つはアクティブにします。手動でのメールボックス データベース コピーのアクティブ化については、「2.3.6 手動による切り替え」の「メールボックス データベースのスイッチオーバー」を参照してください。
本構成では、EX-MBX02上でMailbox Database 02がアクティブになっている状態です。
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1. EX-MBX01に存在するメールボックス データベース コピーの状態が「正常」であることを確認します。
注意：次の手順はEX-MBX02で操作します。
疑似障害としてEX-MBX02にネットワーク障害を発生させます。LANケーブルを抜くか、ネットワークを無効にするなどし、EX-MBX01と通信ができない状態にします。
注意：疑似障害を発生させる際には、他に影響がないことを確認してから行います。

注意：以降の手順はEX-MBX01上で操作します。

Exchange管理センターにて、メールボックス データベースの状態を確認します。
画面が切り替わっていない場合は、上部アイコンから更新ボタンを選択してください。
EX-MBX02上でアクティブになっていたメールボックスデータベースがEX-MBX01上でアクティブになり、EX-MBX02がServiceDownになっていることが確認できます。
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[bookmark: _Toc351983852]クォーラムロスト時の起動方法
DAGを構成するノードの過半数に障害が発生した場合、クォーラムが失われるため、DAG全体が停止します。DAGが停止すると、DAG内のすべてのメールボックスはアンマウントされ、システムは利用者にメッセージング サービスを提供できなくなります。
このような状況で残っている数台のサーバーでメッセージング サービスを継続したい場合、クォーラムを強制起動することで一時的にメッセージング サービスを継続することができます。
後述する「Datacenter Actibation Coordination Mode (DACモード) 」が有効である場合は、Exchange管理シェルから操作可能です。それ以外の場合はフェールオーバー クラスタの管理を利用します。
DACモードについての詳細は「2.4.2 DACモードについて」を参照してください。




想定する障害
ここでは次の環境で障害が発生したとします。なお、1ドメイン構成とします。
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この環境で、Tokyoサイト全体に重大な障害が発生したとします。すると、DAGを構成するノードのうち過半数が失われるためDAGが停止し、OsakaサイトのEX-MBX03もサービスを停止します。
[image: ]
この時、以下の手順により残っているEX-MBX03のみでメッセージング サービスを維持することができます。



DACモードが有効である場合
注意：以下の手順はDACモードが有効である場合に実施可能です。DACモードを有効にするには「2.7.2 DACモードについて」を参照してください。
クォーラムのロスト時には次の手順により、緊急復旧させます。
1. ダウンしたサーバーを無効としてマークする。
1. DAGのサービスを再開する。
今回はTokyoサイトに障害が発生したとの想定ですので、Tokyoサイトの2台のサーバーを無効とし、OsakaのEX-MBX03にてDAGのサービスを再開させます。

注意：次の手順はEX-MBX03で操作します。
1. Exchange管理シェルを起動します。
1. 以下のコマンドを実行し、ダウンしたサイトに存在するサーバーを無効としてマークします。
Stop-DatabaseAvailabilityGroup –Identity DAG01 –ActiveDirectorySite Tokyo –ConfigurationOnly
-ConfigurationOnlyオプション
このオプションは組織の構成情報のみを変更したい場合に付加します。
-ConfigurationOnlyオプションを設定せずにコマンドを実行すると、EX-MBX01およびEX-MBX03の構成情報を変更しようとしますが、それらのサーバーと通信できないため操作が失敗します。
コマンドが正常に完了したことを確認するために、以下のコマンドを実行します。
Get-DatabaseAvailabilityGroup DAG01 |fl
上記コマンドを実行し、 [StoppedMailboxServers] 欄に停止したサーバー名が記載されていることを確認します。
[image: ]
次のコマンドによりDAGを再開します。Active DirectorySiteパラメータには再開したいActive Directoryサイト名を指定します。
今回はTokyoサイトで障害が発生した想定のため、Osakaサイトを指定します。
Restore-DatabaseAvailabilityGroup –Identity DAG01 –ActiveDirectorySite Osaka
以上の手順で、DAGが再開されます。クラスタはEX-MBX03の１台のみが存在する状態で、メールボックスデータベースをマウントできるようになります。
このとき、必要に応じて代替監視サーバーが指定され、自動的に共有フォルダーが作成されます。
障害が発生したサーバーが復旧した場合は、以下のコマンドを実行し、DAGを再開させる必要があります。
Start-DatabaseAvailabilityGroup -Identity DAG01 –ActiveDirectorySite Tokyo
DACモードが無効である場合
DACモードが無効である場合、上記コマンドレットを使用することができません。このため、フェールオーバー クラスターを操作し、クラスターの強制起動を行います。
クラスターのクォーラムのオプションとして「マジョリティ ノードセット」または「ノードおよびファイル共有マジョリティ」を利用する場合、クラスターの過半数のノードが失われると、どのノードのクォーラムを信頼してよいかシステムが判断できないため、クラスタが停止します。
このため、クラスターを強制起動させるには管理者が手動でどのノードのクォーラムを信頼できるものとしてみなすかを指定する必要があります。
クォーラムを強制起動させる場合には、クラスター サービスを「/FQ (/FORCEQUORUM) 」オプションをつけて実行します。
強制起動させたいノード上でコマンド プロンプトから次のコマンドを実行します。
ここでは、OsakaサイトのEX-MBX03上で実行します。
 net start clussvc /fq
なお、クラスターサービスが稼働中であった場合にはいったん終了させてから再度上記コマンドを実行します。
上記コマンドの完了後、メールボックス データベースの状態を確認します。
Get-MailboxDatabase Status –Server EX-MBX03
クラスターを強制起動させたサーバー上にメールボックス データベース コピーがあり、正常な状態であれば自動的にマウントされていることが確認できます。

[bookmark: _Toc351983853]DAG補足
[bookmark: _Toc344397690][bookmark: _Toc346284299][bookmark: _Toc346551575][bookmark: _Toc346643280][bookmark: _Toc351983854]クロスサイト構成における留意点
DAGを複数サイトにまたがったクロスサイト構成とする場合にはいくつかの注意点があります。
Active Directoryサイトを適切に構成する
Exchange Server 2013 はメッセージのルーティングに DAG の構成情報を利用し、Active Directory のサイト情報は利用しません。しかし、前述「1.2.2 メール送受信」にもありますとおり、セーフティネット機能にて、Active Directory のサイト情報が利用されます。このため、単一のサイトであれば既定の「Default-First-Site-Name」にすべてのサーバーが含まれるため問題ありませんが、複数サイトに分割する場合にはサブネットを含め、適切に構成する必要があります。 
Database Availability Group IP Addressesをサイトごとに用意する
DAGが複数のサブネットに分かれて存在する場合、メールボックス サーバーが存在するサブネットごとに、Database Availability Group IP Addressesを指定する必要があります。設定方法は「2.2.3 DAGの作成」を参照してください。
複数の静的なIPアドレスを指定する場合は、指定したいIPアドレスをカンマで区切って列挙します。たとえば以下のようなコマンドを実行します。 (実際には１行で入力します。) 
Set-DatabaseAvailabilityGroup -Identity DAG01 -DatabaseAvailabilityGroupIpAddresses 192.168.11.20,192.168.12.20
指定するIPアドレスは、メールボックス サーバーが存在するサイトのサブネット内のIPアドレスである必要があります。
DHCPサーバーから自動的に供給される場合は、自動的に複数のIPアドレスが取得されますので、これらの操作は必要ありません。
複数のIPアドレスはクラスタIPアドレスとして利用され、フェールオーバー時などに自動的に適切なIPアドレスへ切り替えられます。
ネットワーク帯域に注意する
クロスサイト構成にする場合、サイト間のネットワーク帯域に配慮する必要があります。
まず、DAGのノード間で許容される応答時間は500ミリsec以内です。応答がこれよりも遅延する場合はサポートされませんので構成を再検討する必要があります。
DAG同士での通信内容として、ログの複製によるトランザクション ログや、初期同期時のシーディングによるデータベース ファイルなどが挙げられます。これらのデータを、ネットワーク構成に応じて適切に管理する必要があります。
通信データを圧縮したい場合には「2.4.3　複製のアーキテクチャ」の「ログシップの圧縮・暗号化」を参照し、圧縮の設定を行います。特定のネットワークのみをレプリケート用に用いたい場合は同章の「ネットワークごとの複製設定」を参照し、設定を行います。

[bookmark: _Ref241062023][bookmark: _Ref241062043][bookmark: _Toc293677889][bookmark: _Toc351983855]DACモードについて
データセンターのアクティブ化調整モード (Datacenter Activation Coordination Mode : 以下、DACモード) は、DAGが複数のデータセンターなどにまたがって組まれている場合において片側のデータセンターに大規模な障害が発生した際、管理者が手動でメールボックスのアクティブ化をコントロールしたい場合に有用となる機能です。
たとえばExchangeサーバーが4台存在し、それらが2つのデータセンターTokyoとOsakaに2つずつ分かれて存在する場合とします。また監視共有サーバーがTokyoに1台あるとします。
このとき、片側のデータセンターTokyoがダウンし、保有するサーバーの約半数がダウンしたと想定します。
DACモードが無効である場合、管理者が手動でデータセンターOsakaをアクティブにしたあとTokyoサイトが復旧した場合、クォーラムを持っていたTokyoと手動でアクティブ化されたOsakaの双方が自身がアクティブであると主張する可能性があります。これをスプリット ブレイン シンドロームと呼びます。この状況が発生するとお互いに正常なレプリケーションができなくなります。
スプリット ブレイン シンドロームの発生は、必ず過半数以上のノードと通信し適切なクォーラムを選択するまでは自動的にシステムを再開させないようにすることで防ぐことができます。DACモードはこの設定を制御します。
DACモードが有効である場合、大規模障害発生後に復旧しDAGが動作を再開しようとしても、適切なクォーラムを保持していない限りは自動的にデータベースのマウントを行いません。もともとアクティブであったノードも、スタンバイであったノードと通信を行い、状況を確認した上でどのノードでデータベースをマウントすべきかを決定します。
DACモードはDAGのプロパティとして設定可能で、既定で無効になっています。
DACモードを有効にするには、以下の条件を満たす必要があります。
DAG内に2ノード以上が存在すること
DAGがサード パーティーのレプリケーション モードになっていないこと
設定を変更するには以下のコマンドを実行します。 (実際には一行で入力します。) 
 Set-DatabaseAvailabilityGroup -Identity DAG01 -DatacenterActivationMode DagOnly
次のコマンドを実行し、適切に構成されていることを確認します。
Get-DatabaseAvailabilityGroup -Identity DAG01 | FL DatacenterActivationMode 
[image: ]
[bookmark: _Ref241062107][bookmark: _Ref241062111][bookmark: _Toc293677890][bookmark: _Toc351983856]複製のアーキテクチャ
DAGを構成するメールボックス サーバーは、トランザクション ログを複製することによりデータベースの整合性を維持します。
アクティブなサーバーでは、データベースに書き込まれるすべての変更がトランザクション ログに書き出されます。トランザクション ログの内容がアクティブ側データベースへ書き込まれると、次にログはパッシブ側のサーバーに複製されます。パッシブ側のサーバーではそのトランザクション ログの内容をパッシブ側のデータベースに書き込みます。これによりアクティブなサーバーとのデータベースの整合性をとることができます。
このログの複製はTCP/IPにより行われるので、サブネットの異なるサーバーとも同期をとることができます。
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以下では、複製に関わる設定について説明します。
リプレイ ラグタイム
複製先のメールボックスでは、ログの複製により受け取ったトランザクション ログを一定の時間をおいて、データベースに書き込みます。このデータベースに書き込むまでの待機時間をリプレイ ラグタイムと言います。
このリプレイ ラグタイムを設定すると、複製先に過去のある時点のデータベースのコピーを保持しておくことができます。このため、たとえばアクティブ側にデータの損失を伴うデータベースの論理的な破損が発生したとしても容易に復元可能になります。
リプレイ ラグタイムは以下の特徴があります。
既定ではリプレイ ラグタイムは無効 (0秒に設定) であるため、ログは即座に再生されます。
リプレイ ラグタイムは0～14日までの値を設定可能です。
リプレイ ラグタイムを大きくとると、データベース切り替え時に復旧までに時間がかかることに注意してください。スタンバイ側が持つ再生が必要なログ数やハードウェアによりますが、場合によってはメールボックス データベースがアクティブになるまでに数時間かかる場合があります。
リプレイ ラグタイムを設定するには以下の操作をします。
[image: sql実習]　リプレイ ラグタイムを設定する
注意：以降の手順はいずれかのExchangeサーバー上で操作します。
1. Exchange 管理シェルを開きます。
次のコマンドを実行します。
Set-MailboxDatabaseCopy –Identity “Mailbox Database 02\EX-MBX02” –ReplayLagTime 0.0:15:0
-ReplayLagTimeオプションは次の形式で指定できます。ここではReplayLagTimeを15分として設定しています。
-ReplayLagTime 日．時：分：秒
注意：リプレイ ラグタイムを設定する際、データ保護の観点よりセーフティネット保持期間より大きい値にしないことが推奨されます。

[bookmark: _Ref241062134]ログシップの圧縮・暗号化
Exchange Server 2013では、メールボックス サーバー間の複製の通信を圧縮・暗号化できます。圧縮と暗号化は個別に設定可能です。
圧縮・暗号化は以下の操作します。
[image: sql実習]　すべてのネットワークでログシップの圧縮を有効にする
注意：以降の手順はいずれかのExchangeサーバー上で操作します。
1. Exchange 管理シェルを開きます。
次のコマンドを実行します。
Set-DatabaseAvailabilityGroup –Identity DAG01 –NetworkCompression Enabled
[image: sql実習]　すべてのネットワークでログシップの暗号化を有効にする
注意：以降の手順はいずれかのExchangeサーバー上で操作します。
1. Exchange 管理シェルを開きます。
次のコマンドを実行します。
Set-DatabaseAvailabilityGroup –Identity DAG01 –NetworkEncryption Enabled
パラメータはそれぞれ以下のように設定できます。
暗号化
	属性
	説明

	Disabled
	すべてのネットワークで暗号化を無効にします。

	Enabled
	すべてのネットワークで暗号化を有効にします。

	InterSubnetOnly
	異なるActive Directoryサイト間の通信のみ暗号化を有効にします。

	SeedOnly
	シードを行う場合のみ暗号化を有効化します。



圧縮
	属性
	説明

	Disabled
	すべてのネットワークで圧縮を無効にします。

	Enabled
	すべてのネットワークで圧縮を有効にします。

	InterSubnetOnly
	異なるActive Directoryサイト間の通信のみ圧縮を有効にします。

	SeedOnly
	シードを行う場合のみ圧縮を有効化します。


既定ではInterSubnetOnlyに設定されており、サブネットを超える通信のみ、圧縮と暗号化が行われます。このサブネットはActive Directoryのサイトごとに認識されているため、サブネットが異なる場合でも同一のActive Directoryサイト内であれば圧縮・暗号化されずに通信が行われます。
シードはデータベースをコピーする処理のことを言い、複製先を新規に作成したときや、今まで複製してきたログやデータベースを破棄し、複製元から再度データベースをコピーする再シード時に行われます。こういった場合にのみ圧縮・暗号化を行いたい場合はSeedOnlyオプションを指定します。
暗号化をした場合のデータ量のオーバーヘッドはほとんどなく、圧縮と暗号化を同時に有効にした場合もデータの圧縮後に暗号化が行われるため、圧縮のみを指定した場合とほぼ同様の圧縮率が得られます。
[bookmark: _Ref241062165]ネットワークごとの複製設定
DAGは複製を行うネットワークやクライアントからのアクセスを受け付けるネットワークを独自にDAGネットワークとして管理しています。DAGネットワークは、DAGのメンバーとなるサーバーを追加する際に自動的に作成されます。
DAGを構成するサーバーが冗長化のために2つ以上のネットワーク インターフェース (NIC) を持つ場合、用途に応じてネットワークを分割することができます。クライアントからのアクセスを許可するパブリック ネットワークと、複製専用のプライベート ネットワークに割り振ることが一般的です。
複数のネットワークがデータの複製に利用可能な場合、Exchange Serverは任意のネットワークを複製に使用します。
特定のネットワークを複製に使用させないようにするには以下の操作を行います。
[image: sql実習]　　　特定のネットワークでの複製の無効化
注意：以降の手順はいずれかのExchangeサーバー上で操作します。
1. Exchange管理センターを開きます。
左ペインより [サーバー] を選択し、上部メニューより [データベース可用性グループ] を選択します。
右ペインに、DAGネットワークの一覧が表示されますので、無効にしたいDAGネットワークの [レプリケーションを無効にする] を選択します。
[image: ]
警告が表示されるので、表示内容を確認した上で [OK] を選択します。
[image: ]
ウィザードが閉じ、Exchange管理センター画面に戻ります。
設定を変更したDAGネットワークが [レプリケーションを有効にする] と表示されていれば完了です。
[image: ]

ただし、この設定は複製の際に優先的に利用するネットワークを指定しているにすぎません。もし複製を許可している唯一のプライベート ネットワークに障害が発生した場合、Exchange Serverは利用可能である他のパブリック ネットワークを利用して複製を継続します。すべてのネットワークに対して複製を行わないよう設定した場合も、Exchange Serverは任意のネットワークを利用して複製を行います。
[bookmark: _Ref241061964][bookmark: _Toc293677891][bookmark: _Toc351983857]フェールオーバー / スイッチオーバーの優先順位
フェールオーバー時や、サーバーのスイッチオーバー時にメールボックス データベースをアクティブにするサーバーを自動的に決定させる場合、Active Managerは以下の優先順位に基づいてメールボックス データベースをアクティブ化します。

1). データベースの状態が以下のものであること。
Healthy (正常) 
DisconnectedAndHealthy (切断済み、および正常) 
DisconnectedAndResynchronizing (切断済み、および再同期中) 
SeedingSource (シード中) 
2). 下表のいずれかであること。優先度は上位ほど高い。

	フェーズ
	Content Index Status
	Copy Queue Length
	Replay Queue Length

	１
	Healthy
	10以下
	50以下

	２
	Crawling
	10以下
	50以下

	３
	Healthy
	無条件
	50以下

	４
	Crawling
	無条件
	50以下

	５
	無条件
	無条件
	50以下

	６
	Healthy
	10以下
	無条件

	７
	Crawling
	10以下
	無条件

	８
	Healthy
	無条件
	無条件

	９
	Crawling
	無条件
	無条件

	１０
	無条件
	無条件
	無条件



3). 上記の条件がいずれも等価の場合、Activation Preferenceの値が比較され、より小さい値のものが選択される。
データベースはまず (１) に従って判断されます。状態が [正常] であるものが１つしかなければ、そのデータベースに決定します。複数のデータベースの状態が [正常] であれば、 (２) により判断されます。
次に (２) の表にデータベースの状態をあてはめ、それぞれ比較されます。データベースが異なるフェーズに分類されれば、より番号の小さいフェーズにあるデータベースがアクティブになります。同位であれば (３) のActive Preferenceの値により決定されます。
もしどのデータベースも上記条件に当てはまらない場合、データベースは自動的にアクティベートされません。たとえばいずれのデータベースも (１) の条件を満たさない場合が該当します。
なおこの動作はスイッチオーバーにも適用され、スイッチオーバー先が稼働中のデータベースよりも優先度の低いステータスである場合、スイッチオーバーできません。
上記条件に加えて、Exchange Server 2013では管理可用性機能で収集されるプロトコルの状態も判断基準となります。プロトコルの状態は [critical] 、 [high] 、 [medium] 、 [low] の4つに分類されます。この分類に従って、サーバーの優先順位が決定されます。
プロトコルの状態が正常でない場合はフェールオーバー／スイッチオーバーは実行されません。
[image: sql実習]　メールボックス データベースの状態確認
注意：以降の手順はいずれかのExchangeサーバー上で操作します。
1. Exchange 管理シェルを起動します。
次のコマンドを実行します。
Get-MailboxDatabaseCopyStatus –Identity”Mailbox Database 01\EX-MBX01 | FL
データベースの設定値が一覧表示されます。
[image: ]
この中から、以下の属性値を確認します。
Status
ContentIndexState
CopyQueueLength
ReplayQueueLength
抜粋すると以下のように表示されます。
[image: ]
 [ActivationPreference] は以下のコマンドで確認します。
 Get-MailboxDatabase –Identity “Mailbox Datbase 01” | FL
[image: ]
同様に抜粋すると以下のように表示されます。
[image: ]

ActivationPreferenceの値はより小さい値を持つサーバーの優先度が高くなり、１を持つサーバーの優先度が最も高くなります。
ActivationPreferenceの比較で優先順位が決まる状況であれば、より小さい値を持つ [EX-MBX01] の優先度がより高いことがわかります。
フェールオーバーおよびスイッチオーバーの際には、これらの値が他のメールボックス データベース コピーの持つ値と比較されます。その結果、最も優先度の高いデータベース コピーが選出され、新たなアクティブ メールボックス データベース コピーとなります。
[bookmark: _Toc351983858]自動データベース マウント ダイヤル
自動データベース マウント ダイヤルとは、データべース フェールオーバー後の自動データベース マウント動作を指定するための設定です。自動データベース マウント ダイヤルには以下の3つの設定値があります。
BestAvailability
コピー キューの長さが12以下ならば、データベースはフェールオーバー後直ちに自動的にマウントされます。コピー キューの長さが12を超える場合、データベースは自動的にマウントされません。コピー キューの長さが12以下の場合、Exchange Serverは残りのログのパッシブ コピーへのレプリケートを試みてデータベースをマウントします。
GoodAvailability
コピー キューの長さが6以下ならば、フェールオーバーの直後にデータベースが自動的にマウントされます。コピー キューの長さが6を超える場合、データベースは自動的にマウントされません。コピー キューの長さが6以下の場合、Exchange Serverは残りのログのパッシブ コピーへのレプリケートを試みてデータベースをマウントします。
Lossless
コピー キューの長さに関わらず、アクティブ コピーに生成されたすべてのログがパッシブ コピーにコピーされるまで、データベースは自動的にマウントされません。また、この設定によって、アクティブ マネージャーはコピー キューの長さではなく、Active Preferenceの値に基づいてアクティブ化の対象候補が並べ替えられます。

既定では、GoodAvailabilityが設定されています。
BestAvailabilityまたはGoodAvailabilityを指定したときに、アクティブ コピーのすべてのログをアクティブ化されたパッシブ コピーにコピーできない場合、一部のメールボックス データが失われる可能性があります。ただし、セーフティネット機能を利用すると、セーフティ ネットに保存されるメッセージを再送信することでほとんどのデータ損失を防止することができます。
セーフティネット機能の詳細については「1.2.2メール送受信」をご参照ください。

[image: sql実習]　自動データベース マウント ダイヤルの設定変更
注意：以降の手順はいずれかのExchangeサーバー上で操作します。
1. Exchange 管理シェルを起動します。
次のコマンドを実行します。
Set-MailboxServer -Identity EX-MBX01 -AutoDatabaseMountDial Lossless
自動データベース マウント ダイヤルの設定が変更されたことを確認します。
次のコマンドを実行します。
Get-MailboxServer –Identity EX-MBX01 | FL
[image: ]
抜粋すると以下のように表示されます。
[image: ]


[bookmark: _Ref349140934][bookmark: _Ref349140939][bookmark: _Toc351983859]Exchange Server 2013における可用性の新機能
ここではExchange Server 2013から搭載された可用性の新機能について説明します。
[bookmark: _Toc344397697][bookmark: _Toc346284306][bookmark: _Toc346551582][bookmark: _Toc346643287][bookmark: _Toc351983860]複数データベースのマルチコピーによる再シード
Exchange Server 2010では、データベースをコピーする際、1つのデータベースのコピーが完了するまでは他のデータベースのコピーを開始することができませんでした。
Exchange Server 2013では複数のデータベースを同時にコピーすることが可能になります。これによって、Exchange Server 2013のサーバー障害からの復旧を迅速に行えることができるようになりました。

[bookmark: _Toc351983861]自動再シード
これはディスク障害が発生した後に、データベースを素早く回復させるための機能です。ディスク障害が発生すると、該当ディスクに格納されていたデータベース コピーは、あらかじめ構成している同じサーバーの予備ディスクにコピーされます。この際、コピー元となるのはアクティブ データベース コピーです。
もし、複数のデータベースコピーが該当ディスクに格納されていれば、すべてのデータベース コピーが自動的に予備ディスクに再シードされます。
ただし、以下の作業は管理者が手動で行う必要があります。
予備ディスクのシステムへの追加
不良ディスクの交換
新しいディスクのフォーマット
[image: sql実習]　自動再シードの設定手順
ここでは、自動再シードの機能を利用するための設定手順について説明します。なお、DAG環境については構築済であることを前提としています。DAG環境の構築手順については、「2.2　DAG構成手順」を参考にしてください。
注意：以降の作業はいずれかのExchangeサーバー上で操作します。
1. DAGが使用するデータベースとボリュームのルートディレクトリを構成します。既定では、各ルートディレクトリは、それぞれC:\ExchangeDatabasesとC:\ExchangeVolumesとなります。
データベースへのルートパスを構成する場合はExchange管理シェルで以下のコマンドを実行します。 (実際には一行で入力します。) 
Set-DatabaseAvailabilityGroup DAG01 –AutoDatabasesRootFolderPath  “指定したいデータベースへのパス”
ボリュームへのルートパスを構成する場合は以下のコマンドを実行します。 (実際には一行で入力します。) 
Set-DatabaseAvailabilityGroup DAG01 –AutoDagVolumesRootFolderPath  “指定したいボリュームへのパス”
今回は既定のパスを利用するため、上記手順は省略します。
データベースとボリュームのルートパスが正常に構成されていることを確認するには、Exchange管理シェルで以下のコマンドを実行します。
Get-DatabaseAvailabilityGroup DAG01 |fl *auto*
[image: ]
次に、手順1で構成したルートディレクトリに対応するディレクトリを作成します。ここでは、コマンド プロンプトを使用して既定のディレクトリを作成します。以下のコマンドを実行します。
md C:\ExchangeDatabases
md C:\ExchangeVolumes
[image: ]
Windowsディスク管理アプリケーションを使用してC:\ExchangeVolumes\の下にボリュームをVolume1としてマウントします。 [コンピューターの管理] を起動し、 [ディスクの管理] を選択します。
マウントするボリュームを選択し、右クリックします。 [ドライブ文字とパスの変更] を選択します。
[image: ]
 [ボリュームのドライブ文字とパスの変更] が起動します。 [追加] を選択します。
[image: ]
 [次の空のNTFSフォルダーにマウントする] をクリックし、 [参照] を選択します。
[image: ]
“C:\ExchangeVolumes”を選択し、 [新しいフォルダー] をクリックします。
[image: ]
Volume1というフォルダーを作成し、 [OK] をクリックします。
[image: ]
“C:\ExchangeVolumes\Volume1”が選択されていることを確認して、 [OK] をクリックします。
[image: ]
“C:\ExchangeVolumes\Volume1”にボリュームがマウントされました。
[image: ]
データベース フォルダーを作成します。コマンド プロンプトを起動し、以下のコマンドを実行します。
Md C:\ExchangeDatabases\db01
[image: ]

データベース ディレクトリ構造を作成します。コマンド プロンプトを起動し、以下のコマンドを実行します。
md C:\ExchangeVolumes\Volume1\db01.db
md C:\ExchangeVolumes\Volume1\db01.log
[image: ]
次に、データベースのマウントポイントを作成するために、ボリュームの。コマンドプロンプトを起動して以下のコマンドを実行し、ボリュームのGUIDを確認します。
Mountvol.exe /l
[image: ]
“C:\ExchangeVolumes\Volume1”のボリュームGUIDを確認して控えておきます。
マウントポイントを作成します。以下のコマンドを実行します。
Mountvol.exe C:\ExchangeDatabases\db01 手順13で控えたボリュームのGUID
[image: ]
次に、メールボックス データベースを作成します。Exchange管理シェルを起動して以下のコマンドを実行します。 (実際には一行で入力します。) 
New-MailboxDatabases –Name db01 –Server EX-MBX01 –LogFolderPath C:\ExchangeDatabases\db01\db01.log –EdbFilePath C:\ExchangeDatabases\db01\db01.db\db01.edb
[image: ]
作成したメールボックス データベースをマウントし、データベース コピーを作成しておきます。メールボックス データベース コピーの作成手順については「2.2.3　DAGの作成」を参考にしてください。
[image: ]
以上で、自動再シードの設定は完了です。同様の手順でVolume2などを追加してください。

[bookmark: _Toc351983862]プロトコルの正常性判断
Exchange Server 2010では、最適なコピーとサーバーを選択する際、以下の条件を基準としていました。
· コピーキューの長さ
· 再生キューの長さ
· データベース コピーの状態
· コンテンツインデックスの状態
Exchange Server 2013 では、上記条件に加えてプロトコル レベルを含むサーバー全体の正常性が基準となります。例えば、メールボックス データベースについては健全であっても、メッセージ送受信をつかさどるサービスが不安定な状況の場合はこのサーバーへのフェールオーバーはされません。ここれは、Exchange Server 2013で、 [管理可用性] という新機能が搭載されたためで、サーバー全体の正常性は定期的に管理可用性機能により監視されています。DAG によるフェールオーバー時にもこの機能により取得された監視情報も基準となりフェールオーバー先が決定されることになります。管理可用性の詳細に関しては、『Exchange Server 2013自習書シリーズ　管理運用編』を参照してください。

[bookmark: _Toc351983863]DAGネットワークの自動構成
DAGネットワークは、レプリケーション トラフィックまたはクライアント接続トラフィックのいずれかに使用する1つまたは複数のサブネットの集合です。DAGごとに最大1つのクライアント接続用ネットワークと0または1つ以上のデータベース レプリケーション用ネットワークが含まれます。単一ネットワーク アダプター構成の場合、そのネットワークはクライアント接続用とデータベース レプリケーション用トラフィックの両方で使用されます。各DAGは最小2つのDAGネットワークを持つことが推奨されています。
Exchange Server 2013では、既定で自動的にDAGネットワークが構成されます。ネットワークの自動構成が有効になっている場合、手動での編集やExchange管理センターによる制御はブロックされます。
DAGネットワークを編集するにはDAGネットワーク設定を手動に変更する必要があります。この変更はExchange管理センターまたはExchange管理シェルから実行可能です。
　DAGネットワーク設定の変更手順
Exchange管理センターを利用した変更手順
注意：以降の手順は任意の端末上で操作します。
1. Exchange管理センターに接続します。
1. 左ペインより [サーバー] を選択し、上部メニューから [データベース可用性グループ] を選択します。

[image: ]
1.  [編集] を選択します。DAGの編集画面が表示されます。

[image: ]
1.  [データベース可用性グループネットワークを手動で構成する] にチェックをいれます。

[image: ]
1.  [保存] を選択します。
1. 右ペインよりDAGネットワークが編集できるようになったことが確認できます。

[image: ]
[image: sql実習]　Exchange管理シェルを利用した手順
注意：以降の手順はいずれかのExchangeサーバー上で操作します。
以下のコマンドを実行して、DAGネットワークの手動構成を有効にします。
Set-DatabaseAvailabilityGroup DAG01 –ManualDagNetworkConfiguration $True

[bookmark: _Toc351983864]クライアントアクセスサーバーの可用性
[bookmark: _Toc351983865]概要
Exchange Server 2010 ではクライアント アクセス サーバー (CAS) を冗長化する場合には、負荷分散装置 (レイヤー 7 の負荷分散装置や、Windows ネットワーク負荷分散など) とCASアレイを構築する必要がありました。Exchange Server 2013では、主なコンポーネントはメールボックス サーバーに集約されており、クライアント アクセス サーバーは、あるユーザーへのすべての接続を特定のメールボックス サーバーに転送するため、セッション類似性が不要となりました。これによって、クライアント アクセス サーバーの冗長化は、小規模な環境であれば DNS ラウンドロビンなどの負荷分散技術で実現することもサポートされています。
Exchange Server 2013環境で、クライアント アクセス サーバーを冗長化したい場合は以下のような手法があります。
· レイヤー4によるハードウェア負荷分散装置
· Windowsネットワーク負荷分散 (Windows NLB) 
· DNSラウンドロビン (中小規模のみ)
中小規模の環境ではDNSラウンドロビンによる負荷分散が可能ですが、負荷が均等に分散されない可能性があるので、より効率的な負荷分散のために、ハードウェアロードバランスによる負荷分散が推奨されます。
[bookmark: _Toc351983866]Windowsネットワーク負荷分散によるCASサーバーの冗長化
ここでは、Windowsネットワーク負荷分散 (以下NLB) の機能を利用してCASサーバーを冗長化する手順を説明します。なお、NLBのインストールは完了していることを前提としています。
NLBのインストール方法
Windows Server 2012におけるNLBのインストール方法は以下のURLを参照してください。
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/cc731695.aspx
[image: sql実習]　NLBの構成
注意：以降の作業はいずれかのクライアント アクセス サーバー上で操作します。
1.  [サーバーマネージャー] を起動し、 [ツール] より [ネットワーク負荷分散マネージャー] を選択します。
[image: ]
左ペインの [ネットワーク負荷分散クラスター] を右クリックして、 [新しいクラスター] を選択します。
[image: ]
ウィザードが起動します。 [ホスト] 欄に、1台目のクライアント アクセス サーバー名を入力し、 [接続] をクリックします。下段にNLB構成に利用可能なネットワークが表示されます。NLB構成に利用するネットワークを選択して、 [次へ] を選択します。
[image: ]
優先順位が「1」になっていることと、専用IPアドレス欄に先ほど入力したクライアント アクセス サーバーのIPアドレスが入力されていることを確認して、 [次へ] をクリックします。
[image: ]
 [追加] をクリックして、仮想のIPアドレスおよびサブネットマスクを入力します。クラスターIPアドレス一覧に仮想のIPアドレスが追加されます。 [次へ] を選択します。
[image: ]
[image: ]
 [フル インターネット名] 欄にクライアント アクセス サーバーの共通名として利用するFQDN名を入力します。 [クラスター操作モード] は [ユニキャスト] が選択されていることを確認します。
[image: ]
必要に応じてポートの規則を設定します。ここでは何も設定せずに、 [完了] をクリックします。
[image: ]
ネットワーク負荷分散マネージャーに1台目のクライアント アクセス サーバーが追加されました。
[image: ]
次に、2台目のクライアント アクセス サーバーをクラスターへ追加します。左ペインのフルインターネット名の表示を右クリックして、 [ホストをクラスターに追加] を選択します。
[image: ]
2台目のクライアント アクセス サーバー名を入力して [接続] をクリックします。インターフェースに追加クライアント アクセス サーバーのネットワークおよびIPアドレスが追加されます。
[image: ]
 [優先順位] が「2」以降の適切な数になっていることを確認し、追加したクライアント アクセス サーバーのIPアドレスが正しいものになっていることを確認します。
[image: ]
 [完了] をクリックします。
[image: ]
 [ネットワーク負荷分散マネージャー] に2台目のクライアント アクセス サーバーが追加されました。
[image: ]
同様の手順で、クラスターに追加したいクライアント アクセス サーバーを追加してください。
注意：以降の作業はCONT-DC01上で操作します。
次に、先ほどの手順で設定したクライアント アクセス サーバーの仮想サーバーと仮想IPアドレスをDNSに登録します。
 [DNSマネージャー] を起動します。 [ドメイン名] を右クリックし、 [新しいホスト (AまたはAAA) ] を選択します。
[image: ]
先ほど指定した仮想サーバー名と仮想IPアドレスを入力し、 [ホストの追加] を選択します。
[image: ]
以上で、NLBの構成は完了です。
指定した仮想サーバー名でExchange管理センターにアクセスできることを確認します。また、クライアント アクセス サーバーのどちらかをシャットダウンした状態でも変わらずにExchange管理センターにアクセスできることを確認します。
[image: ]

[bookmark: _Toc351983867]DNSラウンドロビンの構築

ここでは、DNSラウンドロビンを構築してCASサーバーを冗長化する手順を説明します。
なお、証明書を発行して、Exchangeに接続する環境でDNSラウンドロビンを構築する場合は、あらかじめDNSラウンドロビンで使用するCAS名をサブジェクトの別名として証明書に登録する必要があります。
証明書を作成する際、ドメインとしてDNSラウンドロビンに使用するCAS名を追加することでサブジェクトの別名を登録することができます。手順の詳細については『Exchange Server 2013 自習書シリーズ　インストール編』内の「4.5.1　サーバー証明書の作成」を参照してください。
[image: sql実習]　DNSラウンドロビンの構築
注意：以降の作業はCONT-DC01上で操作します。
1. DNSを起動します。
1. ここでは、CASの共通名として「EX-CAS」を使用します。
 [CONT-DC01] 、 [前方参照ゾーン] 、 [contoso.com] の順に展開します。 [contoso.com] を右クリックし、 [新しいホスト (AまたはAAA) ] を選択します。
 [名前] に「EX-CAS」、 [IPアドレス] にEX-CAS01のIPアドレスである192.168.50.10を入力し [ホストの追加] をクリックします。
[image: ]
同様にEX-CAS02のIPアドレスをEX-CASに登録します。
以上で、DNSラウンドロビンの構築は完了です。
EX-CASという名前でExchange管理センターに接続できることを確認します。また、クライアント アクセス サーバーのどちらか片方をシャットダウンした状態でも変わらずExchange管理センターに接続できることを確認します。
[image: ]
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Select Installation Folder

The installer wil nstal Microsoft Exchange Web Services Managed APL 2.0 to th following folder.
Tonstal i this folder, cick Next". To instal to a ifferent folder, enter it below or cick TBromse”.

Eolder:
¥orogram Fies¥MicrosoftExchange¥ieb Services¥2.0¥

Install Mirosoft Exchange Web Services Managed APL 2.0 for yoursel, or for anyone who uses
this computer:
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項目 設定値
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項目 設定値

名前 AD Connection

フォレスト名 contoso.com

ユーザー名 contoso\spups

パスワード （対応するパスワード）
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